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私たちは、バリューチェーン全体を俯瞰出来る組織的特性を活かし、オールＳＵＢＡＲＵチームで
地球環境保護にチャレンジしていきます。

3. オールＳＵＢＡＲＵでチャレンジ

私たちは、CO2削減活動を全ての企業活動で取り組むとともに、森林保全に注力しアクティブに
自然との交流を進める活動を支援していきます。

2. 自然との共生を目指した取り組みに注力

私 た ち は 、 環 境 と 安 全 を 第 一 に 先 進 技 術 の 創 造 に 努 め 、 地 球 環 境 保 護 に 貢 献 で き る 商 品 を
開 発 し 、 提 供 し て い き ま す 。

1. 先進の技術で環境に貢献できる商品を開発、社会に提供

自動車と航空宇宙事業を柱とするＳＵＢＡＲＵの事業フィールドは、大地と空と自然です。
私 た ち は 、 こ の 大 地 と 空 と 自 然 が 広 が る 地 球 の 環 境 保 護 こ そ が 、 社 会 と 当 社 の 未 来 へ の 持 続 性 を 可 能 と
する最重要テーマとして考え、全ての企業活動において取り組んでいきます。

『大地と空と自然』がＳＵＢＡＲＵのフィールド

ＳＵＢＡＲＵの環境理念

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 環 境 方 針

環境

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=ha02
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用語集環境データ環境コミュニケー
ション

環境に配慮した調達汚染の予防生物多様性

水資源資源循環気候変動

環境に配慮した
クルマ環境マネジメントCO2削減チャレンジ

1998年4月制定
2017年4月改定

私 た ち は 環 境 に 配 慮 し 、 且 つ ラ イ フ サ イ ク ル を 考 慮 し た 商 品 の 設 計 と 研 究 開 発 に 取 り
組みます。
私たちは生物多様性など環境保護に配慮した調達を実施します。
私 た ち は エ ネ ル ギ ー の 有 効 活 用 、 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 ・ 適 正 処 理 な ど 環 境 負 荷 の 低 減 に
努めます。 
私たちはエネルギーの有効活用、汚染予防など環境負荷の低減に努めます。
私たちは資源のリサイクル及び適正処理に取り組みます。
私 た ち は 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ た 貢 献 や 情 報 公 開 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ チ ー ム と し て の 活 動 の
統制と強化に取り組みます。 

【商品】

【調達】
【生産】

【物流】
【販売】
【管理】

ＳＵＢＡＲＵのフィールドは、大地と空と自然です。
大地と空と自然が広がる地球環境保護を重要な企業活動と捉え、あらゆる事業活動において、気候変動への
対応、生物多様性など地球規模の環境課題に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献します。

（環境行動指針）

TOPIC
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自家消費としては国内最大級の太陽光発電設備の
導入を計画
群 馬 製 作 所 大 泉 工 場 は 、 太 陽 光 エ ネ ル ギ ー の 導 入 で 、
よ り ク リ ー ン な 工 場 を 目 指 す （ 写 真 は 大 泉 工 場 太 陽 光
発電設備完成予想図） 

栃 木 県 県 営 水 力 発 電 所 で 発 電 し た 電 力 を 導 入 し 、 電 力
料 金 の 一 部 は 同 県 の 環 境 保 全 事 業 に 活 用 （ 写 真 は
「とちぎふるさと電気」認証式） 

「とちぎふるさと電気」の導入

※同設備を設置・運用する日本ファシリティ・ソリューション株式会社調べ

ＳＵＢＡＲＵグループは、直接排出（スコープ1,2）するCO 2を、2030年度に30％削減（2016年度比・
総量ベース）する目標を新たに設定し、実行計画「環境アクションプラン」の策定に着手しました。
同 プ ラ ン の 先 行 取 り 組 み と し て 、 航 空 宇 宙 カ ン パ ニ ー 宇 都 宮 製 作 所 の 一 部 で は 、 全 国 初 の 地 産 消 費 型
CO2ゼロ電気「とちぎふるさと電気」を2018年4月より導入（約11,500MWh/年）し、約5,400t-CO2/年の
削減を目指しています。
また、群馬製作所大泉工場では、自家消費としては国内最大級 ※（約5,000MWh/年）の太陽光発電設備
の導入を2 0 1 9 年 度 内 に 計 画 し て い ま す 。 こ れ に よ り 、 同 工 場 の 年 間 総 排 出 量 の 約 2 ％ に 相 当 す る 、
約2,370t-CO 2/年の削減を計画しています。

ＳＵＢＡＲＵグループが直接排出するCO2の大幅削減にチャレンジします

【 T O P I C 】 C O 2 削 減 チ ャ レ ン ジ

環境：【TOPIC】CO2削減チャレンジ

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa10
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa11
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気候変動のリスクの例として同報告書によると、有効な気候変動対策を講じない場合、2080年代には、
「20世紀における100年に一度の洪水（干ばつ）」が、世界規模で発生すると指摘しており、主要販売先
である米国、日本、オセアニア地域などへの影響も例外ではありません。

ま た 、 2 1 世 紀 末 に は 、 世 界 平 均 海 面 水 位 が 最 大 で 8 2 c m 上 昇 す る と 指 摘 し て お り 、 こ の 場 合 、 世 界 中 の
沿岸大都市が影響を受け、ＳＵＢＡＲＵグループのビジネスにも何らかの影響を与える可能性があります。

引用：「地球温暖化を始めとする最近の動向」（環境省）

IPCC 報告書（SREX及びAR5 WG2 SPM）を基に作成

・疾患率、死亡率増大

人間の生命への打撃

・国のインフラや領域保全へ
  の影響

・紛争リスクの増大

・人々の流動と移住

世界の安全への打撃

・リスクにさらされる人口と
  資産の増加

・水・農業・食料安全保障・
  林業・健康・観光分野

・災害による資産損失

経済への打撃

世界レベルでのリスク増大

・熱中症、感染症などの
  増加、拡大

健康

・住宅及び商業部門の
  冷房エネルギー需要増

産業・エネルギー

・低平地の途上国や
  小島嶼国の浸水

・水管理システムへの影響

国土の保全

・保険損害の増加

金融業

  の拡大による低緯度の
  供給・雇用減

・主要作物の気温上昇に 
  よる収量減予測

・高緯度への海洋漁獲量

農林水産業

人間社会

・沿岸域の氾濫・海岸侵食

沿岸域

・湿地、森林の減少

・生物種の減少・
  絶滅リスク増大

自然生態系

・干ばつによる水不足

水資源

自然環境

温暖 化

海 面の上昇

気候の極 端
現 象増加

気候変動はグローバルリスク

気候変動が与える影響の範囲

※1　Intergovernmental  Panel  on Climate Change（IPCC）：気候変動に関する政府間パネル

気候変動（地球温暖化）が私たちの生活にどのような影響を与えるか、完全に説明することは困難です。
しかし、IPCC※1第5次評価報告書は、①地球温暖化は人為起源のCO 2排出が支配的な原因であり、②気温
上昇を2℃未満に抑えなければ私たちの生活に与える影響は計り知れないと指摘しています。

1.気候変動と社会およびＳＵＢＡＲＵグループを取り巻く状況

http://www.env.go.jp/council/01chuo/y010-24b.html
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▶
2025

2030目標
（Target）

直接排出（スコープ1,2）
CO2 30%減　

2020

2018
（年度）

技術革新、市場、規制などの
外部要因も考慮しつつ、全社
的視点から、あらゆる手段を
検討し実行

フェーズⅢ：達成期

生産活動増加に伴うCO2増加
を予測し、徹底した省エネに
加え、再生可能エネルギー・
CO2ゼロ電源等を積極導入

フェーズⅡ：実行期
次期計画「環境アクション
プラン」の策定
現行計画（第6次ボランタリー
プラン）は継続しつつ、意欲的
なCO2削減を前倒しで実施

・

・

フェーズⅠ：準備期

環境アクションプランのロードマップ

2℃シナリオ：地球温暖化を産業革命前に比べ2℃未満に抑制するため、2050年までに世界全体で約40～70%のCO2を
削減するシナリオ
Nationally  Determined Contribution（NDC）：パリ協定を批准した各国が国連に提出する国家としての目標
Science Based Target（SBT）：科学と整合した目標設定、国連などによって策定され、2025年以降5年ごとに企業
などへ期待されるCO2削減率

※1

※2
※3

こ う し た 状 況 を 踏 ま え 、 こ れ か ら の 環 境 へ の 取 り 組 み の あ り 方 に つ い て 、 環 境 委 員 会 （ 委 員 長 ： 取 締 役
専務執行役員）を中心に検討を進めてきました。
検 討 の 過 程 で は 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ を 取 り 巻 く 将 来 の 環 境 か ら バ ッ ク キ ャ ス テ ィ ン グ し た 大 局 的 な
目標の設定と、その達成に向けた実行計画の進め方が議論されました。
検討の結果、大局的な目標は、環境方針が気候変動を最も重要な取り組みと位置付けていることを踏まえ、
まずは工場やオフィスなど、ＳＵＢＡＲＵグループが直接排出（スコープ1,2）するCO 2の削減から設定
することとしました。
今 回 掲 げ た 目 標 は 、 I P C C の 2 ℃ シ ナ リ オ ※ 1を 前 提 に 、 わ が 国 の N D C ※ 2お よ び S B T ※ 3 の 趣 旨 に 添 う 内 容
と し 、 今 後 の 社 会 か ら の 期 待 の 変 化 、 技 術 環 境 の 変 化 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の 状 況 な ど に 応 じ
て 、 適宜適切に評価し見直していきます。
また、中長期的な実行計画として、現在の実行計画である環境ボランタリープランでは目標達成が困難と
想 定 さ れ る こ と か ら 、 オ ー ル Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で 最 大 限 の 努 力 を 促 す た め の 新 た な 実 行 計 画 と し て 、 「 環 境
アクションプラン」の策定に2018年度より着手しています。
ＳＵＢＡＲＵグループは、この取り組みの過程で得た知識・ノウハウなどを最大限活用し、間接的に排出
されるCO 2の削減対策や他の環境課題についても、検討を進めます。

2.中長期的な視点で環境への取り組みを推進します

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa10
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa11
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「とちぎふるさと電気」マーク

ＳＵＢＡＲＵグループは、気候変動への取り組みは喫緊の課題であると
考 え 、 一 層 の 省 エ ネ ル ギ ー 活 動 に 取 り 組 む 他 、 C O 2 を 極 力 排 出 し な い
自然エネルギーの導入も進めています。
例えば、航空宇宙カンパニー宇都宮製作所の一部では、地元自治体が運営
する水力発電を使った全国初の地産消費型電気メニュー「とちぎふるさと
電気」を導入しました。当社が支払う電気料金の一部は、地域の環境保護
活動にも活用されます。
ま た 、 群 馬 製 作 所 大 泉 工 場 の 当 社 遊 水 池 を 活 用 し た 自 家 消 費 と し て は
国内最大級の太陽光発電施設を設置し、自然エネルギーの活用を広げて
いきます（2019年度内を予定）。
ＳＵＢＡＲＵグループは、こうした取り組みを推進し、地域社会の低炭
素化と事業の持続性の両立を実現していきます。

3.ＳＵＢＡＲＵグループは気候変動への取り組みを積極的に進めていきます
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【4】 環境マネジメント
【3】 公害防止・有害化学物質使用削減
【2】 資源循環
【1】 地球温暖化対策

第6次環境ボランタリープラン（2017～2020年度）

【２】資源循環
2020年度までの

目標・取り組み

◆

◆

自動車リサイクル法への対応を継続

部品取り外し性・材料分離・分別性向上への取り組みを継続
◇ 新型車のリサイクル配慮設計を推進し､2020年度リサイクル実効率95％とする

◇

◇

リサイクル実効率95％以上を維持

リサイクル配慮設計の推進を継続
・ リサイクル実効率95％以上を達成

・ 電動車も含め、リサイクル配慮設計を継続し、リサイクル実効率の
達成を目指す

進推を発開術技たし慮配を性体解易◇進推の発開術技るす関に性体解易の品製PRFC◇み組り取のへ術技ルクイサリPRFC◆
・ リサイクル配慮設計を織り込んだ技術開発を

推進した
・ 易解体性を配慮した技術開発を継続推進

進推を開公のターデACLらか車ジンェチルデモルフ◇進推を開公のターデ)ACL(トンメスセアルクイサフイラ◆
◇ モデルチェンジのタイミングで速やかにデータを開示

内容の充実も図る
・ 該当車種無し ・ 新型フォレスターやハイブリッド車などを公開予定

進推証実にびらな討検のルクイサリ・理処◇化強の理処正適とルクイサリ◇立確ムーキス理処の物難困理処◆
・ 処理・リサイクルの実証を行うと共に、さらなる

処理高度化の仕組みを確立
・ リサイクル・処理高度化の推進と実証実験

続継を理管持維るよに等善改姿荷・荷上向りま留歩、と理処正適の物棄廃◇続継を理管持維の制抑量生発、理処正適の物棄廃◆
◇ 歩留り改善継続と発生数量の見通し把握と発生抑制維

持管理
・ 廃棄物の発生量実績、本年度目標の約97％に

抑制
・ 分別徹底と有償化で、廃棄物発生量の抑制を継続

◆ 国内外生産工場のゼロエミッションを継続
  （直接､間接を問わず埋め立て処分量ゼロレベル）

成達をンョシッミエロゼに共場工外内国・続継をンョシッミエロゼの場工産生外内国◇続継をンョシッミエロゼの場工産生外内国◇ ・ 国内外生産工場のゼロエミッション継続

理管を量用使水るけおに場工産生、ため含を社会プールグ外内国◇理管を量用使水るけおに場工産生外内国◆
◇ 国内外グループ会社を含めた、生産工場における水使

用量を管理
・ 国内外グループ会社を含めた、生産工場におけ

る水使用量の適正管理を実施
・ 国内外生産工場における水使用量の適切な管理を推進

2017年度

目標 年度実績

生産工場

ライフサイクルアセスメントの推進

目標・取り組み

2018年度

生産

国内販売店・解体業者

領   域 項      目

商品

リサイクル性の向上

【１】地球温暖化対策
2020年度までの

目標・取り組み

る図を善改費燃な的続継のとご良改次年びよおジンェチルデモルフ◆上向の費燃
◇

◇

環境エンジンへの刷新、カテゴリトップレベルの燃費性能の実現

水平対向直噴ダウンサイジングターボエンジンの市場導入

◇

◇

次期XVに環境エンジン・CVTを搭載し、グローバル展開
する

水平対向直噴ダウンサイジングターボエンジンの先行
開発（量産化検討）

・

・

新型XVに新型直噴エンジン、改良型CVTを搭載
し、グローバル展開を実施

水平対向直噴ダウンサイジングターボエンジン
の量産化に向け、先行開発の最終フェーズ完了

・

・

水平対向エンジンと電動技術を組み合わせた新開発のパワー
ユニット「e-BOXER」を新型フォレスターに採用。同時期に、新型
SUBARU XV（タイプ）にも「e-BOXER」搭載モデルを追加

水平対向直噴ダウンサイジングターボエンジンを量産開発に移行
する

クリーンエネルギーの利
用

◆ 電動車両の導入推進
◇

◇

2018年度にプラグインハイブリッド車を主要市場に導入

電気自動車の市場導入を目指した研究推進

◇

◇

北米向けプラグインハイブリッド車の開発を完了し、認
証および量産フェイズに移行する

電気自動車の目標性能とその達成手段を決定し、実車
確認のための台車製作に着手する

・

・

プラグインハイブリッドの開発を完了

電気自動車評価車両を製作し、システム基本
性能を確認

・

・

Crosstrek (日本名SUBARU XV）をベースとしたプラグインハイブ
リッドを、2018年内に生産開始・米国市場へ導入

昨年度の成果を受け、より電費の良い電動化システムを継続検討

道路交通改善－ＩＴ技術
（自動運転技術・予防安全
技術）

◆ 先進運転支援システム「アイサイト」の展開拡大と、自動運転技術の開発に取
り組み、事故を未然に防止する技術開発をさらに前進させ、事故による渋滞の
防止と運転支援技術での交通流改善によるCO2削減に貢献

◇

◇

◇

先進運転支援システム「アイサイト」を中心とした運転支援技術・予防安全技術の技術開発を
推進し、より多くの市場に拡大展開

2017年度に高速道路限定で同一車線をキープするトラフィック・ジャム・アシスト機能を
市場導入

2020年度に車線変更を含めた高速道路自動運転機能を市場導入

◇ トラフィック・ジャム・アシスト機能の市場導入やアイサイ
ト拡大展開、アセスメント動向先取と開発計画への反映
を中心に、高度運転支援システムの技術開発を継続的
に推進する
またSIP/ASV等の産官学の推進計画に沿った活動を継
続的に推進

・

・

アセスメントやSIP/ASV等の活動計画を先取し、
先進的な技術開発を継続的に推進

「アイサイト」展開車種のさらなる拡大や、高度運
転支援システムの具体的な技術開発を重点的に
推進

・

・

・

死亡事故ゼロを目指す開発を推進
高速道路の全車速域で運転操作をアシストする

「アイサイト・ツーリングアシスト」の拡大展開や、アセスメントを活
用した事故被害軽減技術の周知・普及拡大を中心に、高度運転支
援システムの技術開発を継続的に推進

SIP/ASVなどの産官学の推進計画に沿った活動を継続的に推進

◆ 国内生産工場からの生産額当たりCO２排出量を削減 ◇ 国内生産工場からの生産額当たりCO２排出量を2020年度までに2006年度比14％削減 ◇ 国内生産工場からの生産額当たりCO２排出量を2006年

度比11％削減
・ 国内生産工場からの生産額当たりCO2排出量を

2006年度比42.2％削減
・ 国内生産工場からの生産額当たりCO2排出量を2006年度比12％

削減

◆ 海外生産工場※からのCO２排出量の削減活動を推進 ◇ 海外生産工場におけるCO２排出量削減の中期目標を設定継続的な削減活動を推進 ◇ 排出目標：189,696t-CO2と設定 ・ 生産台数が当初計画を過達したことや新モデル
生産準備などで、192,575t-CO2となった

・ 生産効率性を高め、CO2排出量の継続的な削減を実施

◆流物売販・流物 省エネ法と同期したCO2削減への対応推進 ◇ ＣＯ2排出原単位を2006年度をベンチマークとし、毎年度1％低減

◇ CO2排出原単位を2006年度をBMとし、毎年度▲1％低

減を継続

【2017年度目標値：30.63kg/台】

・ 毎年度1％低減目標を達成

【2017年度実績：28.12kg/台】

・ 輸送効率化・輸送ルート見直しなどを推進し、毎年度1％低減

【2018年度目標値：30.32kg/台】

生産工場

※ SIA: Subaru of Indiana Automotive,Inc.

年度実績

商品

生産

領   域 項      目

自
動
車

目標・取り組み

2018年度2017年度

目標

第6次環境ボランタリープラン 【2017～2020年度】

第6次環境ボランタリープランは、目標年を2020年としＳＵＢＡＲＵの中期経営計画「際立とう2020」の
計画年度と連動させるようにし、また、世の中の環境への考えに連動するべく活動内容を深めています。

環 境 保 全 自 主 取 り 組 み 計 画

環境：環境マネジメント
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https://www.subaru.co.jp/csr/environment/pdf/vision_05.pdf
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/pdf/vision_06.pdf
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/pdf/vision_07.pdf
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/pdf/vision_08.pdf


76

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 環 境 方 針 や 環 境 ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ン の 目 標 を 達 成 す る た め に 、 全 社 統 合 E M S （ 環 境
マネジメントシステム）と環境委員会の2つを軸に、組織横断的に環境管理体制を構築しています。
環境担当役員が全社統合EMSの代表と環境委員会の委員長を兼務し、原則として2回定期的にレビューを
実 施 し 、 重 要 な 問 題 は 経 営 会 議 や 取 締 役 会 に 報 告 し て い ま す 。 全 体 の 進 捗 お よ び 取 り 組 み の 方 向 性 を
総合的にマネジメントすべく、活発に環境保全活動を推進しています。

組 織 体 制

【３】公害防止・有害化学物質使用削減
2020年度までの

目標・取り組み

低排出ガス化 ◆ 大気環境改善のための低排出ガス車の導入を推進
◇ 日本：WLTPにおける低排出ガス基準認定車を拡大 （SUBARU生産車）

海外：各国、各地域大気環境改善のための低排出ガス車の導入を推進
◇ リアルワールドでの排出ガス抑制のための先行開発。

WLTPベースでの排出ガス規制に向けた量産開発
・ 計画通りに国内WLTP対応に向けた排ガス量産

開発が完了
・ 微小粒子物質の排出を抑制するＧＰＦ（Ｇasoline Ｐarticulate

Ｆilter）付き車両の仕向地拡大開発を継続していく

◆ 環境負荷物質の管理拡充および、さらなる低減を推進
◇

◇

製品含有化学物質の管理強化

環境負荷のより少ない物質への代替推進

◇

◇

全品番調査体制を整え、管理精度を高める

環境負荷のより少ない物質への代替を推進

・

・

IMDS社内システムの機能を拡張し、全品番調査
可能な体制整備を実施

環境負荷のより少ない物質への代替を実施

・

・

IMDSを用いた化学物質管理の強化

環境負荷のより少ない物質への代替を推進

自
動
車

◆ 自動車生産ラインにおけるＶＯＣ(揮発性有機化合物)の排出量原単位（g/㎡）
をさらに削減

減削を位単原量出排ＣＯＶ◇るす減削を位単原量出排ＣＯＶ◇
・ 生順生産で色替え工数増を踏まえ、年度目標

50.2g/㎡に設定。シンナー回収率を上げる等削
減努力を行い、目標達成

・ 2017年度目標よりも低い原単位を設定し、環境負荷低減に努める

続継を理管計集の質物RTRP・理管･握把を質物学化定指るよに法ＲＴＲＰ◇進推を減削るならさ、に共とるす理管･握把を質物学化定指るよに法ＲＴＲＰ◇続継を減削量出排のへ境環の質物学化象対法ＲＴＲＰ◆ ・ PRTR物質集計管理を継続

◆ 環境上の構外流出事故・苦情・法基準値超過の発生ゼロを目指した活動を
推進

◇

◇

環境リスク低減活動などを通じて、環境事故･苦情･法基準値超過のゼロを目指した活動を
推進

上乗せ自主基準値を設定し、小さなリスクの撲滅活動を推進

◇ 環境リスク低減活動などを通じて、環境事故･苦情･
法基準値超過のゼロを目指した活動を推進

・ 法規制値超過1件、苦情8件、構内流出事故4件
が発生し、対策措置を実施済み

・ 環境リスク低減活動の継続実施
(啓蒙・教育・地域共生)

商品

生産

2017年度
領   域 項      目

生産工場における環境負
荷物質の管理と排出削減

環境負荷物質の使用低減

目標 年度実績

2018年度

目標・取り組み

【４】環境マネジメント
2020年度までの

目標・取り組み

続継持維を制体築構め含を様先引取お規新・続継持維を制体築構め含を様先引取お規新・続継持維を制体築構め含を様様先引取お規新◇続継持維・築構SMEてめ含を様先引取お規新◇

◇ サプライチェーン全体に対して、製品ライフサイクル全体を通した環境マネジメント強化を要請 ◇ ガイドラインを改訂発行しお取引先様に展開
・ ガイドラインの有性確認アンケートをお取引先

様より回収し理解を得た
・ ガイドラインを改訂発行、お取引先様に展開し周知

進推を減削と充拡理管の質物荷負境環るれま含にどな料材原･品部、るけおに様先引取お◇減削の質物荷負境環◆
◇ 環境負荷物質の含有調査を継続し、代替材への切り替

えによる環境負荷物質の削減を推進
・ IMDS入力依頼やはんだに含まれる鉛のフリー化

を継続推進した
・ 環境負荷物質の含有調査を継続し、代替材への切り替えによる

環境負荷物質の削減を推進

◆ サプライヤーCSRガイドラインおよびグリーン調達ガイドラインの運用
◇ ガイドラインを社会環境や当社方針の変化に応じて改訂し、お取引先様を対象に展開・

周知・順守要請を推進
◇ ガイドラインを改訂発行しお取引先様に展開

・ ＳＵＢＡＲＵお取引先様のガイドライン運用実態を
現地確認した

・ ガイドラインを改訂発行、お取引先様に展開し周知する

物流・販売
販売特約店における環境
保全活動の推進

自
動
車

◆ ＳＵＢＡＲＵ販売特約店の環境への取り組み活動に対する支援実施
◇

◇

エコアクション21※の全販売特約店認証維持を支援

エコアクション21を活用した省エネ、廃棄物削減など自主的な環境取り組み継続を支援

◇

◇

全特約店におけるEA21の中間審査、更新審査の進捗
状況を逐次確認、認証継続を支援

D-SPECSシステムの継続活用、定量管理の定着化を
支援し、特約店における削減活動を支援

・

・

全特約店のEA21継続を確認

D-SPECSの運用支援の継続と未導入特約店へ
の導入環境を整備。同システムの機能改修を進
め、業務効率化と法令順守体制の強化に努めた

・

・

各社の自主的な環境リスク低減活動を継続支援

特約店からの環境関連報告をD-SPECSシステム経由に統一を
進め、業務効率化と法令順守の強化を図る

◆

◆

◆

環境イベントへの参画､工場近隣にお住まいの方との交流､工場見学への対応
を継続

生物多様性を含めた各工場周辺地域の清掃活動や緑化活動を継続的に実施

環境団体などの活動に、支援・協力を行なう

◇

◇

◇

工場見学受け入れ、敷地開放イベントの開催、環境交流授業を実施

各工場･事業所周辺地域の清掃活動を継続的に実施

生物多様性に配慮した緑化活動を推進

◇

◇

◇

◇

◇

環境出前教室を継続

群馬ビジターセンターの見学者受け入れを継続

各事業所周辺地域の清掃活動を継続

「ＳＵＢＡＲＵの森」取り組みをスタート

地域における環境保全活動に支援・協力

・

・

・

・

環境出前教育(25回実施）、ビジターセンタ受け
入れ、清掃活動を各サイトにて継続実施した

本年度も引き続き各事業所に関わりの深い地域
で、清掃活動を継続実施

「SUBARUの森」活動を開始し、群馬・宇都宮
地区でのフィールド選定を完了

美深町と森林保全活動に関する基本協定を
締結した

・

・

・

環境出前教室および群馬ビジターセンターの見学者受け入れを
継続

地域清掃活動の継続実施

ＳＵＢＡＲＵと地域的な関わりが深い、群馬、宇都宮、美深での森林
保全活動の具体的な実行

◆ 環境報告の継続的発行､広報資料などによる環境情報の適時公開を図る
◇ 環境報告を実施

WEBホームページでは、最新情報を提供

◇

◇

環境情報の適時公開

開示内容の第三者認証の取得

・

・

CSRレポート2017を公表
ESG投資に資する外部調査への回答

環境開示基盤実証プログラム（環境省）に協力
第三者認証の取得は引き続き検討

・

・

・

情報の質的向上を検討しつつ、次年度CSRレポートを公表

ESG投資の促進に資する外部調査への積極的回答の推進

プレスリリースなどでのタイムリーな情報提供の実施

◆ CSRレポートの環境情報ページ記載内容の改善・充実を図る
（環境報告書ガイドラインへの準拠対応､グループ会社も含めた報告）

◇ CSRレポートの環境情報ページ内容の環境省環境報告ガイドライン準拠率向上と、報告内容
の向上を目指す

◇ CSRレポートの環境情報ページをより充実した内容とし
報告書の認証を受ける事前準備

・ 読み手視点で環境情報の内容や構成などを見
直した。認証は今後の検討課題とする

・ 新環境報告ガイドライン（環境省）、GRIスタンダードの情報収集と
当社の報告内容へフィードバック

◇ルーピアをみ組り取境環の社当、し画参に等展境環◆ エコプロ展などに積極的に参加し、当社の環境への取り組みを広くアピール ◇ イベントで当社の環境取り組み活動を積極的にＰＲ
・ エコプロ2017に出展し、当社の環境取り組みを

多くの方へ発信した
・ エコプロ2018への出展などを予定

◆ 社内教育システムに組み入れた環境・社会教育を継続実施

◆ 社内報や各種媒体による啓発活動を継続

◆ 講演会､職場における改善事例発表会などを継続実施

す指目を動活SMEな的理合りよ、め進を化有共のみ組仕どな育教境環や査監部内◇持維続継を証認合統10041OSI ＵＲＡＢＵＳ◆

◆

◆

環境マネジメントシステムの継続的改善を推進

関連会社・サプライヤーとの連携の強化､連結環境マネジメント体制の構築を
維持･強化

◇

◇

関連会社4社（SLCO、桐生、富士機械、産業機器）を含めたＩＳＯ１４００１統合認証化を推進
し、さらなるレベルアップを目指す

EA21バリューチェーンを関連企業、サプライヤーに展開

※エコアクション21：環境省がISO14001を参考に、中小事業者が取り組みやすいように設計された環境マネジメントシステム

◇

◇

管理

調達 グリーン調達活動

国内･海外お取引先様に対し､環境マネジメントシステム（EMS）の構築・
維持・強化を要請

◆

環境マネジメントシステムの構築

環境教育や啓発活動の推進

環境関連情報の公開

地域社会と連携した、生物多様性
を含む環境保全活動の推進

◇

◇

◇

環境教育・環境研修対象者を拡大し展開

社内報などで啓発内容を掲載

改定された環境方針を全従業員に周知

環境に関する教育・啓発・発表会などの実施をさらに推進◇

目標・取り組み

2018年度

関連会社4社（SLCO、桐生、富士機械、産業機器）を
含めた統合認証体制を継続し、改訂版での認証取得

EA21バリューチェーンをサプライヤーに説明、参加企業
を支援

ISO14001:2015版の統合認証を取得

EA21バリューチェーンにおいて、2次サプライ
ヤー20社への認証支援の実施完了

領   域 項      目
2017年度

目標 年度実績

ＳＵＢＡＲＵグループ視点での環境マネジメントシステム体制の維
持と拡充

EA21バリューチェーン認証取得企業の拡大

特に環境関連法令に関して、教育・啓発・発表会などの実施を
推進

役員向けおよび全従業員を対象とした環境関連
の研修を実施

社内報「秀峰」などで環境方針等を展開

環境カードの刷新し、全従業員へ配布した

・

・

・

・

・

・

・

・

ＳＵＢＡＲＵ CORPORATION CSR REPORT 2018
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ＳＵＢＡＲＵは、グループ全体の環境管理体制構築にも積極的に取り組み、環境マネジメントシステムを
事業所、お取引先様、国内外の連結生産会社、国内外のＳＵＢＡＲＵ特約店において構築し、外部認証を
取得しています。

2 0 1 7 年 度 か ら 、 I S O 1 4 0 0 1 : 2 0 1 5 年 版 に 切 り 替 え 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ お よ び 国 内 連 結 生 産 ・ 物 流 会 社 8 社
（うち6社 ※印はグループ認証で取得）、北米連結生産・販売会社3社は認証を取得し、その運用を開始
し ま し た 。 2 0 1 1 年 3 月 に は 、 メ ー カ ー 系 自 動 車 販 売 店 で は 国 内 初 と な る 全 国 内 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 販 売 特 約 店
44社・全700拠点のエコアクション21の認証を取得し、環境省が推進する「エコアクション21バリュー
チェーンモデル事業」を導入しました。また、ＳＵＢＡＲＵの北米生産拠点であるSubaru of  Indiana
Automotive, Inc.（SIA）では、2012年5月にエネルギーマネジメントシステム(EnMS)の国際規格である
「ISO50001」認証を米国内の自動車生産工場として初めて取得しており、現在も積極的に活動を進めて
います。

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 構 築 状 況

☆国内関連企業部会構成会社
※グループ認証

・Subaru of Indiana Automotive, Inc. (SIA)
・Subaru of America, Inc. (SOA)
・Subaru Canada, Inc. (SCI)
・Subaru Research & Development, Inc. (SRD)

海外連結会社4社

国内ＳＵＢＡＲＵ販売特約店全44社

※富士機械株式会社
※桐生工業株式会社
※輸送機工業株式会社
※株式会社スバルロジスティクス
※エフ・エー・エス株式会社
※産業機器株式会社
株式会社イチタン
富士重工ハウス株式会社

☆
☆
☆
☆

☆
☆

国内連結生産・物流関連8社

本
社

宇
都
宮
製
作
所

東
京
事
業
所

群
馬
製
作
所

ＳＵＢＡＲＵ
全社統合EMS

販売・サービス部会

物流部会

販売・サービス／物流環境小委員会

連携

（一部 除く）

一体
運用

運用
支援

国内関連企業環境小委員会

公害防止部会

地球温暖化防止部会

ゼロエミッション部会

生産環境小委員会

環境委員会
（委員長：CSR環境部担当取締役

       専務執行役員）

CSR委員会
（委員長：取締役会長）

経営会議
（主宰：議長　代表取締役社長）

取締役会

ＳＵＢＡＲＵグループの環境管理組織体制

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=a03
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az14
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※：グループ認証

ＳＵＢＡＲＵグループのEMS/EnMS構築状況

さらに、株式会社スバルロジスティクスが2015年8月に道路交通安全マネジメントシステムの国際規格で
ある「ISO39001」、2016年2月に品質マネジメントシステムの「ISO9001」を取得しました。

他にも、ＳＵＢＡＲＵグループとしてグローバルな事業活動を通じ、サプライチェーンにおけるグリーン
調達、当社9事業所の統合環境マネジメントシステムの構築と環境負荷物資削減のためのグリーン調達を
さらに推進していきます。

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az145
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az12


79 ＳＵＢＡＲＵ CORPORATION CSR REPORT 2018

REACH規則、ELV指令、日本化審法など、さまざまな化学物質が規制され、同時に自動車にはどのような
化学物質が使われているのか、情報開示や適切な管理が求められています。

ＳＵＢＡＲＵは、数万点に及ぶ自動車の構成部品の一つ一つについて、使用する化学物質の成分や使用量を
把握するため、IMDSを使ったサプライチェーン管理の強化を進めています。

化学物質管理（IMDSの運用）

気候変動

関連情報

温 室 効 果 ガ ス に つ い て 、 企 業 に 対 し て サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 の 排 出 量 を 算 出 ・ 開 示 す る こ と が 社 会 的 に
求 め ら れ て い ま す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 環 境 省 の 「 環 境 情 報 開 示 基 盤 整 備 に 向 け た サ プ ラ イ チ ェ ー ン
温室効果ガス排出量算定支援」事業に参加し、株式会社ＮＴＴデータ経営研究所からスコープ3算定支援を
受 け て お り 、 今 後 も 、 排 出 量 の 把 握 、 管 理 を 進 め て い き ま す 。 ス コ ー プ 1 、 ス コ ー プ 2 、 ス コ ー プ 3 の
詳細パフォーマンスについては、気候変動のページをご参照ください。

スコープ3への対応

サプライヤーCSRガイドライン
お取引先様への環境マネジメントシステムの要請

関連情報

※IPSuS:  一般社団法人持続性推進機構 エコアクション21などの事業者関連の取り
組 み と 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン を 活 用 し た 製 品 ・ サ ー ビ ス 関 連 の 取 り 組 み を 統 合 し 、
持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 に 向 け た 新 た な 取 り 組 み を 自 ら 研 究 、 企 画 し 、 こ れ を 実 行
していく組織

国内ＳＵＢＡＲＵ販売特約店は2011年3月にメーカー系自動車販売店と
して初めて全特約店、全拠点で「エコアクション21」の認証を取得し、
運 用 を 促 進 し て い ま す 。 そ の 実 績 が 認 め ら れ 、 2 0 1 6 年 1 1 月 に 環 境 省
よりさらなる普及促進のための「バリューチェーンモデル事業第一号」に
認定されました。今後はエコアクションの認証機構であるInstitute for  
Promoting Sustainable Societies（IPSuS） ※から指導・支援を受け
ながら、「エコアクション21」をグループへ展開し、促進を図っていき
ます。昨年度はTier2のお取引先様20社のエコアクション21の認証登録を
支援するなど、バリューチェーン全体で取り組んでいます。

エコアクション21　バリューチェーンモデル事業導入

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/040_procurement.html?id=a05
https://www.subaru.co.jp/csr/procurement.html?id=a04
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/050_climaticvariation.html
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=a03
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az30
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az23
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az07
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=na02
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az11
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa10
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa11
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa12
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ＳＵＢＡＲＵは、事業活動における環境リスク（環境事故・汚染・法令違反など）の定期的な抽出・把握と
マネジメント推進を図ることで、未然防止と最小化に努めています。

ま た 、 環 境 リ ス ク 発 見 時 の マ ネ ジ メ ン ト フ ロ ー な ど を 標 準 化 し 、 平 常 時 に 訓 練 す る こ と で 、 緊 急 対 策 や
再発防止対策を速やかに実施し、混乱による二次リスクが生じないように努めています。

東 京 事 業 所 で は 、 ガ ソ リ ン や オ イ ル な ど が 所 内 の 路 上 で 漏 洩 し た こ と を 想 定 し 、 土 壌 や 下 水 流 入 に 伴 う
汚 染 を 最 小 限 と す る 漏 洩 緊 急 対 応 訓 練 を 、 2 0 1 7 年 1 1 月 に 実 施 し 、 1 6 5 人 が 参 加 し ま し た 。 今 後 も 事 故
未然防止の行動につながるよう、定期的な訓練を実施していきます。

環 境 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト

International  Material  Data System

外部関連サイト

▲①調査依頼

環境負荷物質の把握・管理
③データをダウンロード

▲

②データ入力
▲

お取引先様ＳＵＢＡＲＵ

IMDSサーバー

IMDSを通じた環境負荷物質の管理システム

こ れ に よ り 、 禁 止 物 質 （ 鉛 、 水 銀 、 カ ド ミ ウ ム 、 六 価 ク ロ ム 等 ） の 未 使 用 管 理 や 新 た な 規 制 物 質 の 代 替
推進、またREACH規則などで要求される要管理物質の使用状況について速やかに情報開示できる管理体制を
構 築 し て い ま す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で 協 力 し て 環 境 負 荷 物 質 の 削 減 ・ 管 理 を 推 進
しています。

https://www.mdsystem.com/imdsnt/startpage/index.jsp
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再発防止処置

情報公開・届出

予防措置・展開 

恒久対策の実施・評価 

事故速報の発行と展開 

報告 

▲

初動緊急対応 
▲

最小化に努める

▲環境事故発生
または予見

環境関連事故発生時フロー

（1）ISO14001環境マネジメントシステムに基づく定期監査
（2）産業廃棄物適正処理のための委託先現地確認
（3）環境関連法規制および条例等順守状況の確認・実施

実施している環境監査
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Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 環 境 関 連 法 の 各 規 制 値 よ り も 2 0 % 厳 し い 値 を 自 主 基 準 値 と し て 設 定 し 、 自 主 基 準 を
含 む 基 準 値 超 過 " ゼ ロ " を 目 標 に 取 り 組 ん で い ま す 。 2 0 1 7 年 度 は 水 質 関 連 の 法 基 準 値 超 過 が 1 件 発 生 し 、
再発防止策を実施しました。

2017年度環境関連法規制等の順守状況

（年度）

15

10

5

0

（件）
各項目の年度合計構内事故構外事故苦情自主基準値超過法基準値超過

2013

2

000
1

3

2014

2

00
1

0

3

2015

2

0

4

0
1

7

2016

３

0

5

2
1

11

2017

4

0

8

0
1

13

ＳＵＢＡＲＵは、環境関連法規制等の順守、苦情“ゼロ”、環境事故“ゼロ”に取り組んでいます。過去5年間の
状況は以下のとおりです。

環境関連法規制等の順守状況

環 境 コ ン プ ラ イ ア ン ス

ＳＵＢＡＲＵ CORPORATION CSR REPORT 2018
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新入社員環境保全教育 

ＳＵＢＡＲＵは、環境問題への取り組みを企業の社会的責任として捉え、
従業員に対するさまざまな環境教育を各階層・各業務に応じて実施して
います。
2 0 1 7 年 4 月 に は 、 新 入 社 員 5 7 4 人 に 対 し 、 「 新 入 社 員 環 境 保 全 教 育 」 を
実施しました。講師を務めた環境担当者が、地球環境問題やＳＵＢＡＲＵの
環境方針・環境保全活動について、一人ひとりが取り組むことの重要性に
関して事例を含めて説明しました。

環境教育

構 外 ・ 構 内 の 事 故 " ゼ ロ " を 目 標 に 取 り 組 ん で い ま す 。 構 外 事 故 は あ り ま せ ん で し た が 、 構 内 流 出 事 故 が
4件発生し、再発防止策を実施しました。

2017年度環境事故の発生状況

環 境 苦 情 " ゼ ロ " を 目 標 に 取 り 組 ん で い ま す 。 し か し な が ら 2 0 1 7 年 度 は 8 件 の 環 境 苦 情 を い た だ き 、
再 発 防 止 策 を 実 施 し ま し た 。

2017年度にいただいた環境苦情
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PRTR取扱量
3,168t

トルエン、キシレンなど

水使用量
3,106千㎥

　上水道、工業用水、
地下水

原材料
69万ｔ

鉄、アルミ、
プラスチックなど

エネルギー使用量
151千kL

　電気、天然ガスなど　

INPUT

使用済自動車
・引き取りと再資源化

▲

▲

お客様の使用
・エコドライブ支援

▲

▲

販売、修理
・EA21
・使用済バンパー、バッテリー
 タイヤ等回収とリサイクル

▲

▲

物流
・CO2削減
・梱包材削減

▲

▲

生産
・温暖化防止
・化学物質の管理
・廃棄物削減

▲
▲

研究開発
・燃費の向上
・排出ガスのクリーン化
・騒音の低減
・リサイクル設計
・クリーンエネルギー自動車

▲

▲

購買
・グリーン調達　

ＳＵＢＡＲＵの事業活動

PRTR排出量
903ｔ

トルエン、キシレンなど

廃棄物発生量   
12万ｔ
鉄くず、

廃プラスチックなど

CO 2排出量
301千ｔ-CO2

OUTPUT

・処理量 35,257kg
フロン類

・回収量 37,186kg
・再資源化率 94.0%

エアバッグ類

・回収量 26,920t
・再資源化率 97.9%

シュレッダーダスト（ASR）
使用済自動車

　

バンパー
・回収量 31,044本
・再生利用量 113t

リサイクル

自 動 車 に か か わ る Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 環 境 負 荷 全 体 像

注 ）
ＳＵＢＡＲＵの自動車製造、販売等に関わる主な環境負荷を記載しました。これとは別に、LCAやScope3の算定を行って
います。
対象範囲：東京事業所、群馬製作所
エ ネ ル ギ ー 使 用 量 、 C O 2排 出 量 ： 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 「 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 算 定 ・ 報 告 ・ 公 表
制 度 」 に 従 い 算 定
PRTR：国内PRTR法対象化学物質

I S O 1 4 0 0 1 新 任 内 部 監 査 員 養 成
セ ミ ナ ー

また、ISO14001環境マネジメントシステムの内部監査体制および各職場の
環境保全活動の強化に向け、「ISO14001新任内部監査員養成セミナー」を
開催しました。このセミナーでは、2日間にわたり外部から講師を招き、
内部監査員としての知識を習得しました。

従 業 員 が 日 ご ろ か ら 環 境 問 題 や 環 境 効 率 を 十 分 に 意 識 し て 事 業 活 動 や
環境活動に取り組むことが重要であると考え、さらなる環境教育・啓発
を進めていきます。

ＳＵＢＡＲＵ CORPORATION CSR REPORT 2018
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設備投資額が25百万円未満の小規模設備は、環境対応目的に限り設備投資額と維持管理費などのコストの
全額を計上しています。

またキャッシュフロー重視の観点から、投資設備の減価償却費は環境コストに計上していません。その他、
固定資産税・保険料など少額の費用は、計上を省略しています。環境設備による環境コスト、経済効果は、
設備稼働の翌年から3年間のみ計上しています。

設備投資額、環境コスト＝
｛（投資総額－省エネ目的なしの場合の投資額）/投資総額｝×（該当生産設備の設備投資額、維持管理費など）

環 境 対応に関わる設備（投資額2 5 百万円以上）の投資額・関連費（維持管理費など）および労務費は、
差 額 ま た は 按 分 集 計 を 行 っ て い ま す 。 例 え ば 、 あ る 生 産 設 備 に つ い て 、 省 エ ネ ル ギ ー に 関 す る 投 資 額 、
環境コストは以下のように算出します。

環 境 省 の ガ イ ド ラ イ ン を 参 考 に 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 環 境 保 全 活 動 組 織 に 合 わ せ た 独 自 の ガ イ ド ラ イ ン
（2005年度集計から一部算出方法を変更）を策定し、これに基づき環境コストを算出・集計しています
（グループ企業も同様に算出･集計しています）。
算 出 方 法 の 詳 細 に つ き ま し て は 、 2 0 0 6 環 境 ・ 社 会 報 告 書 別 冊 デ ー タ 編 の 9 ペ ー ジ か ら 1 3 ペ ー ジ に 掲 載
しています。

環境コスト・設備投資額の算出方法

環境コストの考え方と算出方法

環 境 会 計

環境コストは単独で362億円となり前年度より16.9億円(4.9％)、連結で380億円となり18.3億円（5.1％）
増加しました｡
これは環境コストの中で、研究開発コストの増加（単独：19.7億円）が大きく影響したことによります。
連結環境経営指標の環境コスト/売上高は1.06％となりました。

2017年度集計結果について
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2017年度の環境コストおよび効果の集計結果
（単位：百万円）

注：小数点以下第一位を四捨五入していますので、表記数字の合計が一部合わないところがあります。
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【連結集計対象企業】
国 内 関 連 会 社 6 社 ：

海外関連会社4社：

2017年度の経済効果の集計結果

輸送機工業（株）、富士機械（株）、（株）イチタン、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、
産業機器（株）
Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、Subaru Canada, Inc.、 
Subaru Research & Development,  Inc.
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軽量化と強度を両立した
「レガシィ」の軽量化ボディ 

現在発売中の「レガシィ」は、一般に使用される鋼板より高強度のハイ
テン材を部分的に採用し、軽量化と強度を両立。また、エンジンの取り
付 け を ボ デ ィ で は な く ゆ り か ご 状 の ク レ ー ド ル フ レ ー ム に 取 り 付 け る
構 造 に よ っ て 、 ボ デ ィ 補 強 部 材 の 合 理 化 も 実 施 。 細 部 に わ た る ボ デ ィ
構造の見直しによって、走りの安定感を生む剛性バランスと衝突安全性を
高めながら、軽量化ボディを実現しています。

2017年5月に発売された「SUBARU XV」は、新型直噴エンジンや改良されたCVT（Continuously Variable 
Transmission、無段変速機）を搭載したことにより、動力性能と燃費性能が向上され、運転のしやすさ
から無駄なアクセル操作が少なくなり、使用時の実用燃費が向上しました。

※スバルグローバルプラットフォーム　：ＳＵＢＡＲＵが培ってきた知見や技術力、そして未来への意志が注ぎ込まれた、
次世代のプラットフォーム。

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 地 球 温 暖 化 の 要 因 と 言 わ れ る C O 2 の 排 出 量 を 削 減 す る た め に は 、 商 品 の 環 境 性 能 で あ る
燃 費 を い か に 向 上 さ せ る か が 重 要 で あ る と 考 え ま す 。 引 き 続 き ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 電力マ ネ ジ メ ン ト の
高 性 能 化 を は じ め 、 今 後 強 化 が 想 定 さ れ る 安 全 や 環 境 規 制 対 応 お よ び 商 品 力 向 上 に よ る 重 量 増 加 を 、
構 造 の 合 理 化 、 材 料 の 見 直 し 、 機 能 統 合 で 吸 収 し 軽 量 化 を 進 め ま す 。 さ ら に 段 階 的 に ス バ ル グ ロ ー バ ル
プラットフォーム※の性能を向上させ、順次他車種に横展開し、既存エンジン車の燃費改善も確実に進めて
いきます。

燃費性能向上への取り組み

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 地 球 温 暖 化 の 要 因 と 言 わ れ る C O 2の 排 出 量 を 削 減 す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ま す 。
「地球環境保護」と「安心と愉しさ」の両立を目指し、クルマの原材料採掘、製造、輸送、使用、廃棄と
い う ラ イ フ サ イ ク ル を 考 慮 し た 先 進 の 技 術 で 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ ら し さ を 追 求 し た 環 境 に 配 慮 し た 商 品 を
開 発 し 、 お 客 様 の 多 様 な 用 途 に 対 応 で き る 実 用 性 の 高 い ク ル マ と し て 信 頼 さ れ 、 長 く ご 愛 用 い た だ け る
クルマを提供します。

環 境 に 配 慮 し た ク ル マ へ の 考 え 方

環境：環境に配慮したクルマ

https://www.subaru.jp/brand/technology/technology/driving_sgp.html
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ＳＵＢＡＲＵでは、自動車のLCA ※全体（原材料採掘、製造、輸送、使用、廃棄の各段階）の環境負荷低
減 活 動 を 束 ね 、 製 品 一 台 分 の 環 境 負 荷 を 明 確 化 し て 環 境 負 荷 低 減 を 図 っ て い く た め に 、 L C A を 実 施 し て
います。

車種ごとのCO2に関するライフサイクルアセスメント（LCA）

また、今後さらに厳しくなる世界各国の燃費規制や米国ZEV（Zero Emission Vehicle）規制に対応し、
米 国 市 場 に 「 ク ロ ス ト レ ッ ク 」 （ 日 本 名 S U B A R U  X V ） を ベ ー ス と し た P H E V を 年 内 に 発 売 を 予 定 し て
い ま す 。 2 0 2 1 年 を 目 指 し グ ロ ー バ ル で の E V 販 売 も 計 画 し て い ま す 。 日 本 の 2 0 2 0 年 度 燃 費 基 準 達 成 に
向けては、電動車の投入拡大や新規開発の「ダウンサイジングターボエンジン」を投入し対応していきます。

今後は、実用性とお客様の嗜好に鑑みつつ、電動車の開発とラインアップの拡充を推進し、環境対応車の
比率を順次向上し、市場ごとに充実していく予定です。

ライフサイクルアセスメント

※ LCA：ライフサイクルアセスメント（Life Cycle Assessment）は製品やサービスに対するプロセスの総合的な環境性能を
評価する環境影響評価手法のこと。

ＳＵＢＡＲＵのクルマづくり：開発ストーリー　リアトロニック編

新開発のパワーユニット
「e-BOXER」 

※1　「Advance」グレードに搭載。

※2　ＳＵＢＡＲＵらしい走りの愉しさに加え、環境にも配慮した水平対向エンジン＋電動技術の総称。

※3　リニアトロニック：縦置きチェーン式の新世代ＣＶＴ「オートマチック・トランスミッション」。

ＳＵＢＡＲＵらしい走破性や積載性を有するSUVタイプのEVやモーターを
活かしたスポーツ性能と燃費性能の向上を両立した新型電動車のライン
アップを充実していきます。
電 動 化 に つ い て は 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ ら し い 個 性 的 な 電 動 車 づ く り に 独 自
技術を集中させ、基盤技術の構築や標準化領域では積極的に協調を進めて
いきます。

2 0 1 8 年 7 月 に 販 売 さ れ た 新 型 「 フ ォ レ ス タ ー 」※ 1と 2 0 1 8 年 1 0 月 に 発 売
した「SUBARU XV」※1には、水平対向エンジンと電動技術を組み合わせた
新開発のパワーユニット「e-BOXER」※2を採用しました。効率を高めた
2.0L直噴エンジンを搭載し、コンパクトで高性能なモーターとバッテリー、
燃費の向上を追求した「リニアトロニック」※3の組み合せがシーンに応じた
走行性能を発揮します。例えば「ECOクルーズコントロール」機能を使用
すると、モーターアシストと回生ブレーキを最大限活用し、より燃費に配慮
した追従走行を行うなど、新次元の走りと駆動制御を実現したＳＵＢＡＲＵ
の環境技術です。

電動車のラインアップ拡充

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/lca.html
https://www.subaru.jp/brand/technology/story/lineartronic.html
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ＳＵＢＡＲＵでは自動車の環境負荷低減にも積極的に取り組んでいます。
開発車における一般社団法人日本自動車工業会の削減目標を達成すると共に、鉛・水銀のさらなる削減や、
臭素系難燃剤などの環境負荷物質の代替を進めています。

環 境 負 荷 物 質 の 低 減

（年度）
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ガソリン乗用車の低排出ガス車比率の推移

ＳＵＢＡＲＵのNA（自然吸気）エンジン搭載モデルは全車、国土交通省「2005年基準75%低減レベル」で
あ り 、 そ の 生 産 台 数 は 、 2 0 1 2 年 度 以 降 9 0 % 台 後 半 で 推 移 し 、 当 社 が 生 産 す る 全 て の 車 両 が 低 排 出 ガ ス
認定車（2005年基準50%低減レベル以上）となっています。

低排出ガス認定車の向上と普及

排 出 ガ ス の ク リ ー ン 化
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日本自動車工業会の車室内VOC（揮発性有機化合物）低減に対する自主取り組み

※自主目標：日本自動車工業会が発表した2007年度以降の新型乗用車（国内生産、国内販売）に対する「車室内のVOC低減に
対する自主取り組み」にて、厚生労働省が定めた13物質について、室内濃度を指針値以下にするというもの。

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 人 の 鼻 、 喉 な ど へ の 刺 激 の 原 因 と さ れ る ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ト ル エ ン な ど の 揮 発 性
有機化合物を低減するために、車室内の部材や接着剤の見直しに取り組んでいます。

「 レ ガ シ ィ 」 「 レ ヴ ォ ー グ 」 「 イ ン プ レ ッ サ 」 「 フ ォ レ ス タ ー 」 「 B R Z 」 は 、 厚 生 労 働 省 が 定 め た 指 定
1 3 物 質 に つ い て 、 室 内 濃 度 指 針 値 を 下 回 る レ ベ ル に 低 減 し 、 日 本 自 動 車 工 業 会 自 主 目 標 ※を 達 成 し て い
ます。今後もVOC低減を進め、さらなる車室内環境の快適化に努めていきます。

車 室 内 V O C の 低 減

日本自動車工業会における環境負荷物質削減目標と実績

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az25
http://www.jama.or.jp/eco/voc/index.html
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製品環境規制の導入・強化は経営環境における主要なリスクであると考えられます。例えば、排ガス規制、
CAFE基準（企業平均燃費基準）などの燃費性能向上の要求や、販売台数に占める電動車をはじめとした
次世代環境対応車両の販売比率に関する基準（例：ZEV規制）の導入・強化などが挙げられます。
こ れ ら の 規 制 強 化 が 進 む 日 本 、 米 国 、 欧 州 な ど に お け る 自 動 車 販 売 台 数 が 全 体 の 8 0 % 以 上 を 占 め る
Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 規 制 に 対 応 で き な い 場 合 、 収 益 機 会 の 損 失 や コ ス ト 増 加 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が
あります。
一方、ＳＵＢＡＲＵが90％を市場に投入している主要戦略車であるAWDは、2WDのFF車、FR車と比較し、
昨今の気候変動に対して、大きな機会を得ていると考えています。その大きな理由として、集中豪雨後の
悪路対応や豪雪による圧雪路面などに対し、AWD特有の走行安定性が2WDと比較し非常に良いからです。
安 全 ・ 安 心 な 走 行 が 可 能 な ク ル マ で あ る と い う 認 識 が 広 が り 、 販 売 機 会 の 増 加 に つ な が る 可 能 性 が あ り
ます。

気 候 変 動 に 関 す る リ ス ク と 機 会

環境：【TOPIC】CO 2削減チャレンジ

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 事 業 は 、 生 産 段 階 や Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 商 品 の 使 用 段 階 で 多 く の エ ネ ル ギ ー を 必 要 と し 、 現 在
その大半を化石燃料に頼っています。ＳＵＢＡＲＵの主要市場である日本、米国、カナダ、オーストラリア、
欧州、中国などの各国政府は自動車燃費規制やCO2排出規制を設けており、この影響を直接的かつ継続的に
受 け て い る と 同 様 に 、 生 産 の 過 程 で 工 場 な ど が 消 費 す る エ ネ ル ギ ー に つ い て も 省 エ ネ 法 な ど の 影 響 を
受けています。
ＳＵＢＡＲＵは2℃シナリオの実現に貢献するため、行動指針の根幹である「環境方針」を見直す契機と
して、2017年4月、約7年ぶりの改定を行いました。改定後の環境方針は、社会とＳＵＢＡＲＵの持続可能な
成長を図るため、中長期的視野で気候変動に取り組むことを宣言。この方針に基づき、2018年7月公表の
新 中 期 経 営 ビ ジ ョ ン 「 S T E P 」 や 同 年 6 月 の 事 業 報 告 で 、 中 期 的 視 野 で の 具 体 的 取 り 組 み 目 標 を 公 表 し 、
着手しています。
そ の 一 環 と し て 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ が 直 接 排 出 （ ス コ ー プ 1 , 2 ） す る C O 2 を 2 0 3 0 年 度 ま で に 総 量 ベ ー ス で
3 0 ％ 削 減 （ 2 0 1 6 年 度 比 ） を 目 指 す 旨 を 公 表 し て い ま す 。 ま た 商 品 の 電 動 化 な ど 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 商 品 の
低炭素化に向けた方向性については、新中期経営ビジョン「STEP」でも公表しています。

気 候 変 動 へ の 考 え 方

環境：気候変動

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/010_co2_challenge.html?id=scenario
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa10
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa11
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/010_co2_challenge.html
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az26
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対象範囲  （株）ＳＵＢＡＲＵ

国内グループ会社：
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１％

スコープ１

１％
2 0 1 7 年 度 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 は
2,925万ｔ-CO 2となりました。
ＳＵＢＡＲＵは、環境省の「環境情報開示基盤整備に向けた
サ プ ラ イ チ ェ ー ン 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 算 定 支 援 」 事 業 に
参 加 し 、 株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ デ ー タ 経 営 研 究 所 か ら ス コ ー プ 3
算 定 支 援 を 受 け ま し た 。 今 後 も 、 排 出 量 の 把 握 、 管 理 を
進めていきます。

サプライチェーン温室効果ガス排出量

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ が 関 与 す る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量

＜集計範囲および排出係数の変更＞
本年度よりCO 2 排出量データの充実を目的に、ＳＵＢＡＲＵ販売特約店を追加しています。
同 時 に Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ お よ び 国 内 グ ル ー プ 会 社 に 通 用 す る 排 出 係 数 に つ い て 、 当 社 独 自 の 排 出 係 数 か ら 地 球 温 暖 化 対 策 の
推進に関する法律の排出係数に変更しています。
この影響については、2013年度に遡って変更後の方法で修正再表示を行っています。

輸 送 機 工 業 （ 株 ） 、 富 士 機 械 （ 株 ） 、 イ チ タ ン （ 株 ） 、 桐 生 工 業 （ 株 ） 、 （ 株 ） ス バ ル
ロジスティクス、産業機器（株）、ＳＵＢＡＲＵ販売特約店

Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、Subaru of Canada, Inc.、
Subaru Research & Development, Inc.

海外グループ会社：

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa10
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa11
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa12
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スコープ3詳細

C O 2 排 出 量 （ ス コ ー プ 3 ）

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa12
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自動車の塗装工程では「温める」「冷やす」を繰り返す必要があり、大量のエネルギーを必要とします。
そこで群馬製作所矢島工場では、ヒートポンプを中心とした高効率の熱源システムを2018年に新たに導入し、
従来技術（個別熱源システム）に比べて、温冷熱を効率良く作りだしています。
これにより、一層の省エネとCO2排出量の削減に取り組んでいきます。

最新の省エネ設備を導入

スバル総合研修センターに設置された
コージェネレーションシステム

エネルギーのさらなる有効利用を図るため、スバル総合研修センターでは
2015年12月に、ガスコージェネレーションシステムを導入しました。

ガスコージェネレーションの燃料となる都市ガスのクリーン性や廃熱の
有効利用により、従来のシステムに比べて、CO2の排出量を約3分の1削減
する効果があります。

コージェネレーションシステム導入

省エネルギーの取り組み

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 、 中 長 期 目 標 を 掲 げ 、 定 量 的 に
照明機器をはじめとして設備・装置を省エネルギー機器へ交換を実施し、CO2削減に取り組んでいます。

生 産 に お け る 取 り 組 み

冷却塔

▲▲

▲

コンプレッサ

温水ボイラ
　立上時、

バックアップ時のみ

▲▲

▲

▲

▲

熱回収ターボ冷凍機

冷水

余った熱を排熱
（大気放熱）

余った熱を排熱
（大気放熱）

熱回収ヒートポンプ

温水

温水

温水

圧縮空気

▲

INVターボ冷凍機 ▲

▲

▲

▲

▲

冷却塔

▲
冷水

▲

今回採用したシステム
（イメージ）

圧縮空気

▲

コンプレッサ

▲

冷却塔

▲
排熱（大気放熱）

▲蒸気

（蒸気配管からの放熱ロス大）

蒸気ボイラ

▲

ターボ冷凍機

▲

冷却塔

▲
排熱（大気放熱）

個別熱源等システム
（イメージ）

圧縮
空気

温熱

冷熱

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=ka11
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Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 車 の 輸 送 を 随 時 見 直 し 、 最 適 な 輸 送 標 準 ル ー ト を 設 定 、
モーダルシフトの推進、輸送する完成車の車種構成の変化、車両の大型化
への柔軟な対応による積載効率向上、省エネに寄与するデジタルタコグラフ
導入など、輸送の効率化を進めることで環境負荷低減に努めています。

近年は首都圏高速道路網の整備と共に、効率的に高速道路を使用し、完成
車輸送における使用燃料（燃費向上）や排出CO2の削減を図っています。 
2017年度は、ＳＵＢＡＲＵ車1台当たりの輸送時CO2排出量は、2006年度
比毎年1％減の目標に対し8.3%減となりました。今後もさらなる削減に
向けて取り組んでいきます。

ＳＵＢＡＲＵ車の輸送における環境負荷の低減

物 流 に お け る 取 り 組 み

ＳＵＢＡＲＵ車の海外生産部品の輸出における環境負荷削減の取り組み

ラウンドユースの導入

ラ ウ ン ド ユ ー ス と は 、 輸 入 に 用 い た 後 の 空 の 海 上 コ ン テ ナ を 港 に 戻 さ ず 輸 出 に 転 用 す る も の で 、 輸 入 者
から輸出者に直接輸送したり、近隣のインランドコンテナデポを活用したりすることによって、港からの
空 コ ン テ ナ 輸 送 を 削 減 す る 仕 組 み で す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 車 の 海 外 生 産 部 品 の 輸 出 を 行 う （ 株 ） ス バ ル
ロジスティックスはこの取り組みを2017年7月より導入し、CO 2 排出量の削減に取り組んでいます。

コンテナラウンドユースの考え方

輸出者輸入者

▲

× ▲

▲

×

港から搬出する
空コンテナの削減

実入りコンテナ
＜輸出＞

▲

○

実入りコンテナ
 ＜輸入＞

港に搬入する
空コンテナの削減

▲

空コンテナ

輸入に用いた後のコンテナを輸出に転用

港

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=ma01
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=ta04
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=a09
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米国ＳＵＢＡＲＵ生産拠点であるSubaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA） では、同社の部品輸送を
担当するベンチャーロジスティックス社と連携し、天然ガス車両の導入を進めています。
圧 縮 天 然 ガ ス （ C N G ） は 、 デ ィ ー ゼ ル 燃 料 に 比 べ て 環 境 負 荷 が 低 い 上 、 コ ス ト 効 率 ・ 信 頼 性 の 面 で も
優れていますが、天然ガスを供給するスタンドが近隣にないことが課題でした。SIAではベンチャー社に
対してCNGトラックの導入費用として2014年に100万ドル超を融資すると共に、SIAの所有地に天然ガス
スタンドを設置し、導入の促進を図りました。その結果、天然ガストラックの導入により、CO2排出量は
一 日 当 た り 1 , 0 9 7 ト ン を 削 減 （ 導 入 前 比 8 5 % の 排 出 量 に 相 当 ） 。 燃 料 費 に つ い て も 、 デ ィ ー ゼ ル 燃 料
使 用 時 に 比 べ 、 累 計 3 8 9 , 1 3 6 ド ル の 削 減 と な り ま し た 。

天然ガス車両の導入

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 部 品 供 給 の 効 率 化 を 目 的 に 、 2 0 1 3 年 1 0 月 か ら 2 0 1 6 年 1 0 月 に か け て 、 国 内 4 カ 所 に
エリア部品センターを設置しました。
これに伴い、従来国内ＳＵＢＡＲＵ販売特約店44社へ個別に輸送していた部品を、4カ所のエリアからの
輸 送 へ 見 直 し を 行 な っ た こ と で 、 2 0 1 6 年 度 に は 輸 送 時 の C O 2 排 出 量 を 2 0 1 2 年 度 比 で 6 4 . 8 ％ 削 減 す る
ことができました。

部品供給の効率化

（年度）
0

100.0

90.0

80.0

70.0

（%）

2017

88.3%

98.4%

2016201520142013

容積重量

コンテナ充填率の推移

※CKD：Complete Knock Down、完全現地組み立て

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 車 の C K D ※部 品 の 梱 包 ・ 輸 送 を 行 っ て い る 株 式 会 社 ス バ ル ロ ジ ス テ ィ ッ ク ス で は 、 梱 包 の
ス リ ム 化 や 梱 包 資 材 の 軽 量 化 な ど の 荷 姿 改 善 に よ り 、 コ ン テ ナ 内 の 無 駄 な ス ペ ー ス を 削 減 す る コ ン テ ナ
充填率改善に取り組んでいます。これらの改善により2017年度の重量充填率は98.4%に達し、容量充填率は
88.3%まで向上しました。今後もコンテナ充填率を改善し、輸送の効率化に取り組んでいき、CO2排出量の
削減につなげていきます。

コンテナ充填率の改善

ＳＵＢＡＲＵ CORPORATION CSR REPORT 2018
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環 境 へ の 影 響 を 配 慮 し た S O A 新
本社ビルとトレーニングセンター

2018年4月に竣工したSubaru of America, Inc.（SOA）の新本社ビルと
トレーニングセンターは、LEED（Leadership in Energy & Environmental
D e s i g n ） 認 証 シ ス テ ム （ 米 国 グ リ ー ン ビ ル デ ィ ン グ 協 会 ［ U S G B C : U S
Green Building Council］が運営している環境性能評価システム）に
基づき、環境への影響を配慮した設計となっています。SOAでは来年度の
LEED認証取得に向け今後活動を推進していきます。

バルコニーの庇効果による日射遮蔽

2016年4月に竣工した群馬製作所にある新西本館は、環境負荷低減のための
さ ま ざ ま な 環 境 技 術 を 採 用 し て い ま す 。 太 陽 光 発 電 パ ネ ル で 2 0 k W の
発 電 を 行 い 、 太 陽 熱 集 熱 パ ネ ル に よ り 太 陽 熱 を 厨 房 の 給 湯 に 利 用 し て
います。また、高効率LED照明には、個別アドレス式制御、撮像式人感
センサーを組み合わせた新世代照明システムを採用。空調機には、高効率
空冷ヒートポンプチラーを導入しました。

この他にも、遮熱・断熱効果の高い窓ガラスLow-E複層ガラスや、換気塔
か ら 取 り 入 れ た 外 気 を 、 地 下 免 震 層 を 経 由 さ せ て 予 冷 ・ 予 熱 を 行 っ て
各階に取り入れるクールヒートトレンチを採用。建物設計上でも、日射
遮蔽効果と憩いの空間を創出するバルコニーを設けるなど、機械のみに
頼らず省エネルギーと快適な職場環境の両方に寄与するいくつもの工夫を
施しています。

環境先進ビルの導入

オ フ ィ ス に お け る 取 り 組 み

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 販 売 特 約 店 で は 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 削 減 の た め 、 老 朽 化 更 新 の タ イ ミ ン グ で 、 照 明 の
LED化と 空調機の高効率タイプへの切り替えを順次行っています。

国内販売特約店における省エネルギーの取り組み

販 売 に お け る 取 り 組 み

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az29
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az29
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CO 2排出量（スコープ3）
環境負荷全体像

関連情報

（株）ＳＵＢＡＲＵは省エネ法の届出に基づいて算定しています。

海外グループ会社：

輸 送 機 工 業 （ 株 ） 、 富 士 機 械 （ 株 ） 、 イ チ タ ン （ 株 ） 、 桐 生 工 業 （ 株 ） 、 （ 株 ） ス バ ル
ロジスティクス、産業機器（株）、ＳＵＢＡＲＵ販売特約店
Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、Subaru of Canada, Inc.、
Subaru Research & Development,  Inc.

対象範囲  （株）ＳＵＢＡＲＵ

国内グループ会社：

（年度）

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

（原油換算KL） ＳＵＢＡＲＵ国内グループ会社海外グループ会社

2017

265,333

2016

258,492

2015

236,701

2014

232,358

2013

224,365

2017年度のエネルギー使用量は前年に対し、6,841KL増加しました。
主 な 原 因 は 自 動 車 の 生 産 台 数 増 加 に よ る も の で す が 、 最 新 の 省 エ ネ 設 備 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 に
より、引き続きさらなる省エネを目指します。

エ ネ ル ギ ー 使 用 量

エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 、 照 明 機 器 を は じ め と す る 設 備 ・ 装 置 の 交 換 や 再 生
可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 な ど を 通 じ て 、 省 エ ネ ル ギ ー に 取 り 組 ん で い ま す 。

エ ネ ル ギ ー に 関 す る 基 本 的 な 考 え 方

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/020_manegement.html?id=a07
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/050_climaticvariation.html?id=a05
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1MWの太陽光発電設備 

戸 建 住 宅 1 0 0 軒 分 相 当 の 太 陽 光 発
電設備

富士機械株式会社大泉工場 

スバル研究実験センター

再生可能エネルギーの導入

2017年度に建設したスバル研究実験センター建屋および富士機械（株）
大泉工場に、太陽光発電設備を導入しました。太陽光発電などの再生可能
エ ネ ル ギ ー の 活 用 は 、 C O 2を 排 出 し な い エ ネ ル ギ ー 源 と し て 、 ま す ま す
重 要 な 選 択 肢 と な っ て い ま す 。 ま た 、 エ ネ ル ギ ー 源 多 様 化 に よ る 安 定
供給の確保としても有効的です。群馬製作所大泉工場では、国内最大級
（ 約 5 , 0 0 0 M W h / 年 ） の 太 陽 光 発 電 設 備 を 導 入 し 、 約 2 , 3 7 0 t o n - C O 2の
CO 2削減を計画しています。

東京事業所では事務本館屋上に10kw 2基を2009年12月と2014年3月に、 
5kwを2014年1月、守衛所に2kw 1基を2014年3月に、特別高圧変電所に
2.7kwを2016年に太陽光発電設備を導入し、年間33,809.7kWhを発電し、
東京事業所の電力の一部として有効活用しています。

ま た 、 2 0 1 4 年 に は 群 馬 県 桐 生 市 内 に 売 電 事 業 と し て 定 格 出 力 4 2 0 k w  
（戸建住宅 100軒分相当）の太陽光発電設備を導入し、年間427,706kWhを
発電し売電する事業を開始しました。

環境に配慮した部品センター兼トレーニングセンターの開設

2013年6月にオープンした、Subaru of  America,  Inc.のニュージャー
ジー州フローレンスの部品センター兼トレーニングセンターは、環境に
配 慮 し た 建 物 に 与 え ら れ る L E E D 認 証 を 取 得 し て い ま す 。 同 施 設 に は 、  
1 M W の 発 電 能 力 を 持 つ 太 陽 光 発 電 設 備 を 屋 上 に 設 置 し 、 従 来 に 比 べ
消費電力が約半分の新型サーバーを導入しています。
また、2017年度には照明器具をLED電球に切り替え、全体の電力消費量を
13.13％削減しました。

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入

フ ロ ー レ ン ス の 部 品 セ ン タ ー 兼
ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az29
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詳 細 は こ ち ら を ご 覧 く だ さ い 。

「とちぎふるさと電気」の導入

東 京 事 業 所 で は 、 一 部 の 研 究 施 設 に お い て 冷 却 用 循 環 水 を 利 用 し た
エネルギー回収システムとして、循環水マイクロ水車発電（2.9kw）を
2014年1月に設置導入し、年間約13,000kWh（一般家庭約3世帯分相当）を
発電しています。これは、施設内の循環水配管に発電機と一体になった
水車を取り付け、水の落差で回転させて発電するものです。この発電で
作り出した電力は、循環水ポンプに使用しています。

循環水マイクロ水車発電の設備導入

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/010_co2_challenge.html
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Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 ク ル マ の 材 料 に 占 め る 割 合 の 高 い 鉄 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 プ ラ ス チ ッ ク な ど 新 た に 投 入
する材料に、ＳＵＢＡＲＵのクルマを生産時に発生した端材や、スクラップ、回収した使用済み製品などを
再 使 用 す る こ と で 、 天 然 資 源 消 費 量 の 削 減 、 環 境 負 荷 物 質 の 低 減 、 廃 棄 物 の 削 減 と な る ク ロ ー ズ ド ・
ループ・リサイクルに取り組んでいます。

原 材 料 の リ サ イ ク ル

ＳＵＢＡＲＵグループにとって、循環型社会の構築は、製造業を営む企業として深く関わりのある重要な
テーマと捉えています。

製 品 ラ イ フ サ イ ク ル を 考 慮 し 、 自 動 車 か ら 自 動 車 へ 可 能 な 限 り リ サ イ ク ル す る こ と 、 国 内 外 生 産 工 場 の
埋 め 立 て ゼ ロ を 継 続 す る と 共 に 、 今 後 も よ り 高 次 元 の リ サ イ ク ル を 目 標 に 循 環 型 社 会 の 構 築 を 図 っ て
いきます。

具 体 的 に は 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 「 環 境 ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ン 」 の 1 テ ー マ に 「 資 源 循 環 」 を 掲 げ 、 そ れ に
基づいた取り組み計画を着実に実行していきます。

資 源 循 環 の 考 え 方

環境：資源循環

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=ka12
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=ka12
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梱包資材の再利用

関連情報

バーゼル条約2付属文書Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳに定められた有害廃棄物の輸出入はしていません。

対象範囲：ＳＵＢＡＲＵ：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場
国内グループ会社：

海外グループ会社：

※売却金属くずを含みます

（年度）

200,000

150,000

100,000

50,000
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（t）
ＳＵＢＡＲＵ国内グループ会社海外グループ会社

2017

190,924

2016

170,589 

2015

166,856

2014

162,893

2013

148,154

2017年度の廃棄物排出量は前年に対し、20,335トン増加しました。
主 な 原 因 は 自 動 車 生 産 台 数 の 増 加 に よ る も の で す が 、 廃 棄 物 は 貴 重 な 資 源 と し て 捉 え 、 回 収 し 極 力
再利用化や適切な廃棄物処理を行い、埋立ゼロを継続しています。

排出量

廃 棄 物

輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジス
ティクス、産業機器（株）
Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、 Subaru Canada, Inc.、
Subaru Research & Development, Inc.

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/060_recyclingsociety.html?id=a065
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解体されたクルマは破砕されます。
シュレッダーダストはリサイクルされます。

■▶
エアバッグ類は取り外して

安全に処理しリサイクルされます。

その他部品は適正処理
（リユース・リサイクル）されます。

■▶
フロン類は回収し

適正処理し無害化されます。

■▶

使わなくなったクルマは
※引取業者に引き渡します。

※自治体に登録された
新車・中古車販売店、整備事業者等

■▶■▶

ユーザーはクルマを買うとき
リサイクル料金等を支払います。

自動車リサイクルの流れ

自動車リサイクル法について

日 本 の 自 動 車 リ サ イ ク ル 法 （ 使 用 済 自 動 車 の 再 資 源 化 等 に 関 す る 法 律 ） に 基 づ き 、 自 動 車 メ ー カ ー は
自ら製造した自動車が使用済自動車となった際に、自動車破砕残さ（ASR）、エアバッグ類、フロン類を
引き取り、これを適正にリサイクルすることが義務付けられています。
ＳＵＢＡＲＵは、使用済自動車から発生するASR、エアバッグ類、フロン類の3品目の引き取り・再資源化が
確 実 か つ 円 滑 に 行 わ れ る よ う 取 り 組 み 、 高 い 水 準 の リ サ イ ク ル 率 を 安 定 的 に 維 持 す る こ と を 目 指 し て
い ま す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 自 動 車 メ ー カ ー 等 1 3 社 で 設 立 し た 「 A R T （ 呼 称 ： エ イ ・ ア ー ル ・ テ ィ ー ） 」 を
通じて、ASRの適正なリサイクル、円滑かつ効率的に推進しています。また、エアバッグ類・フロン類の
リサイクルに関しては、国内自動車メーカーおよび輸入業者と共同で設立した一般社団法人自動車再資源化
協力機構を通じ、適正処理を行っています。
2 0 1 7 年 度 は 「 A S R 」 の 再 資 源 化 率 が 9 7 . 9 % と な り 、 2 0 1 5 年 度 以 降 の 法 定 基 準 で あ る 7 0 % を 達 成 し て
います。
ま た エ ア バ ッ グ 類 に つ い て も 法 定 基 準 の 8 5 % を 上 回 る 9 4 % を 達 成 、 フ ロ ン 類 に つ い て も 引 き 取 っ た
全 量 を 適 正 に 処 理 し ま し た 。

関連情報

使 用 済 み 自 動 車 の 処 理

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az28
https://www.subaru.co.jp/products/recycle.html
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トランク／リヤゲートのスイッチ
オープナーにクリップ形状を採用し
、ビス締めを廃止。

【易解体構造の採用】

材質表示をバンパー裏面だけでなく表面にも採用し、材料の分別性向上を図る。
【材質表示の改善】

■オレフィン系 ■素材がオレフィン系

内装部品にリサイクル性に優れたオレフィン系樹脂を積極的に採用
。

【リサイクルし易い材質の採用】
短時間で効率よく回収できるハーネス
レイアウトや構造を採用。

【ワイヤリングハーネス類の解体性向上】

クリップ形状採用

スイッチオープナー

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 限 り あ る 資 源 を 有 効 に 活 用 し て い く た め に 、 リ サ イ ク ル を 考 慮 し た ク ル マ づ く り を
推進しています。

リサイクル配慮設計の推進
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主な廃棄物と再資源化方法

なお、外部中間処理後の埋め立ては発生していません。

集計範囲：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場

金属くず再資源化量
103,590t

廃棄物の社内中間処理および
外部中間処理後の再資源化量
14,544t

社内リサイクル量
4,437t

廃棄物発生量
122,571t

2017年度全事業所の廃棄物発生量と処理の概要

国内外の生産工場において、2004年度から廃棄物のゼロエミッションを継続達成しています。

工場における廃棄物削減の取り組み

生 産 に お け る 取 り 組 み

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa09
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Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 販 売 特 約 店 で は 、 環 境 保 護 の た め 、 事 業 活 動 に お い て 排 出 さ れ る 廃 棄 物 の 適 正 処 理 活 動 を
2012年4月から強化しています。

従 来 の 処 理 方 法 の 見 直 し は も と よ り 、 再 資 源 化 を 目 的 と し て 各 産 業 体 や 企 業 と の 連 携 ・ 協 力 の も と 、
ゼロエミッション活動を展開し、国内での資源循環を目指しています。活動内容は、使用済み鉛バッテリー
・ 廃オイル・使用済みタイヤ等、多岐にわたり展開中です。これらの結果、2017年度は使用済鉛バッテリー
回収数113,395個（鉛資源1,433トン）、使用済オイル5,457㎘、使用済タイヤ167,444本を回収し再資源化
しました。

ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 一 番 近 い 販 売 特 約 店 の ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 活 動 は 、 よ り 身 近 な 環 境 保 全 活 動 で あ る と
共 に 、 企 業 責 任 の 明 確 化 と 資 源 の 再 資 源 化 に よ る 有 効 活 用 お よ び 適 正 処 理 を 推 進 し 、 商 品 に 加 え 、 安 全
・安心な環境が提供できるものと考えています。

国内販売特約店のゼロエミッション

販 売 に お け る 取 り 組 み

リアクォーターガラス用発泡材

ウォーターポンプ用真空成型トレイ

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 車 の 海 外 生 産 用 部 品 の 梱 包 ・ 輸 送 を 行 っ て い る 株 式 会 社
スバルロジスティクスでは、梱包資材の再利用化を柱に、環境負荷低減
活動に取り組んでいます。
2 0 1 7 年 度 の リ ユ ー ス 梱 包 資 材 の 取 扱 量 は 、 6 9 8 . 7 ト ン で 前 年 比 7 % 増 と
なりました。この要因は、米国にて生産される「インプレッサ」の増産に
よるものです。

今後も梱包資材の再利用化を拡大して、環境負荷低減に取り組んでいき
ます。

梱包資材の再利用

物 流 に お け る 取 り 組 み

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sa09


タイヤ オイル  バッテリーバンパー

再生重油

舗装材燃料チップ

暖房、花栽培の燃料

再生プラスチックとして
自動車部品に再利用

再生プラスチック
再生鉛

処理、再資源化
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来場された皆様にシクラメンを配布

園 芸 農 家 で 栽 培 さ れ て い る シ ク ラ
メン

ＳＵＢＡＲＵ販売特約店でオイル交換時に発生する廃油は、ＳＵＢＡＲＵが
構 築 し た ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン ス キ ー ム に よ り 、 再 生 重 油 と し て 再 資 源 化
されています。山形県の園芸農家では、この再生重油をハウス暖房用燃料
として利用し、毎年きれいなポインセチアやシクラメンを育てています。
このシクラメンをＳＵＢＡＲＵのイベントやエコプロ展に来場された皆様
に配布しました。

廃油の再資源化
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S O A が 設 置 し た グ ラ ン ド テ ィ ト ン
国立公園内のリサイクルコンテナ 

Subaru of America, Inc.（SOA）は、米国ＳＵＢＡＲＵ生産拠点である
Subaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA）での埋め立てゼロの知見を
生 か し 、 デ ナ リ 、 グ ラ ン ド テ ィ ト ン 、 ヨ セ ミ テ の 3 つ の 国 立 公 園 か ら
排出され埋め立てられるごみの削減を目指して、2015年からお取引先様、
保全協会、国立公園局と共同事業を進めています。
国 立 公 園 内 で 発 生 し た ご み 分 別 を し や す く す る た め に 、 ス テ ッ カ ー や
ご み 箱 を 整 え た り 、 公 園 内 で 出 た 生 ご み を 有 機 肥 料 に し た り し て 埋 め
立 て る ごみを減らしています。
2017年度はSOAの従業員や地域住民など延べ5,000人以上が各種取り組みに
参 加 し ま し た 。 こ の よ う な 全 従 業 員 参 加 に よ る 集 会 や イ ベ ン ト の 開 催
などの他、ロゴを作って配ったり、調査の様子をニュースレターやボード
などに掲示してこの活動の周知を図っています。
なお、この取り組みは将来的に米国内の全国立公園で適用できる仕組みと
することを目指しています。

Subaru of America, Inc.、国立公園での埋め立てゼロに向けた共同事業

回収された旧社章はリサイクルへ

2017年4月の社名変更に伴い、各事業所で旧社章を回収しました。
Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 集 ま っ た 4 2 ㎏ の 旧 社 章 を 金 属 専 門 処 理 業 者 に 引 き
取ってもらい、金属資源として有効利用を計っています。

旧社章の有効再利用

ス テ ラ タ ウ ン 内 児 童 向 け ア ニ マ ル
広場

従業員向け駐車場 

ＳＵＢＡＲＵ販売特約店にて交換・回収したタイヤは破砕されゴムチップ
化 し 、 発 電 所 、 製 紙 会 社 （ パ ル プ ） 、 製 鉄 所 な ど の 燃 料 に 再 利 用 し て
います。この様なサーマルリサイクルの他に、舗装材の一部資源として
再利用しています。

これは、使用済タイヤをゴムチップ化したものをアスファルトに混ぜたり、
アスファルトの表層に敷設したりするもので、駐車場や児童向け広場、
競技場、病院・老人ホームの歩道など目的に応じてゴムチップの配合を
変えて活用することができます。廃タイヤの表面部分だけでなく、ワイヤーや
ゴム材などに分けながらタイヤを細分化しゴム部分のすべてをチップ化し
舗 装 材 と し て リ サ イ ク ル す る 取 り 組 み は 、 自 動 車 メ ー カ ー と し て 初 と
なります。

使用済タイヤの再資源化
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対象範囲：ＳＵＢＡＲＵ：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場
国内グループ会社：

海外グループ会社：

（年度）
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水使用量（総量）

水使用の総量、原単位は、事業所ごとに水量を管理集計し、半期ごとの会議体にて報告・確認を行っています。

水 使 用 量

2017年度環境関連法規制等の順守状況

水資源は、人々の生命や生活、そして事業活動を支える貴重な資源の一つですが、気候変動による影響や
人口増加、経済発展などによる需要増加により、今後は水資源のリスクが予測されています。
ＳＵＢＡＲＵの生産過程においては水資源は不可欠であり、水資源の不足は事業に影響を及ぼす可能性が
あるため、主な生産拠点における水リスク調査を開始し、リスクは低いことを確認しています。
また、事業活動においては適切な水の確保、使用、排出を行っています。

水質管理については、水質などの法令基準に20％上乗せした自主基準を設定し、定期的に自主検査および
外 部 業 者 に よ る 検 査 を 実 施 し 、 継 続 的 に モ ニ タ リ ン グ を 行 っ て い ま す 。 2 0 1 7 年 度 の 水 質 検 査 結 果 は 、
自主管理基準を超えた数値が1件発生し、対策を直ちに実施しました。

水 資 源 へ の 考 え 方

環境：水資源

輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジス
ティクス、産業機器（株）
Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、Subaru Canada, 
Inc.、  Subaru Research & Development, Inc.

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/020_manegement.html?id=a0504
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自 動 車 製 造 拠 点 で あ る こ れ ら の 拠 点 の 水 需 給 リ ス ク は 中 程 度 で す が 、 気 候 変 動 の 影 響 を 考 慮 し て も 中 長
期 的 に 現 在 の リ ス ク 水 準 を 維 持 す る 見 通 し で す 。 下 流 域 に は 生 物 多 様 性 の 保 護 地 域 な ど は 確 認 さ れ ず 、
水質汚濁への脆弱性が低いことが確認されました。

群馬製作所・Subaru of Indiana Automotive, Inc.

ＳＵＢＡＲＵは、持続可能な水資源の利用のため、外部の専門家による取水・排水に関わるリスク調査※を
行っています。2016年度は自動車製造拠点である群馬製作所・Subaru of  Indiana Automotive,  Inc.
（SIA)で、2017年度は航空宇宙製造拠点である宇都宮製作所でも実施しました。

調 査 に お い て は 、 各 拠 点 が 位 置 す る 河 川 流 域 に お け る 水 需 給 の 見 通 し を 立 て る 他 、 水 災 発 生 の 可 能 性 、
公衆衛生・生態系への影響などを5段階で評価し、優先順位をつけて対策を行うことに役立てています。

水 リ ス ク 調 査 の 実 施

対象範囲：日本：群馬製作所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場、輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、
　　　　　桐生工業（株）、産業機器（株）
　　　　　北米：Subaru of  Indiana Automotive,  Inc.

（単位：1,000m 3）

主な生産拠点における水源別水使用量の内訳
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▲

▲

リサイクル水（純水）

表面処理洗浄水として再利用

イオン交換塔（SA塔）

イオン交換塔（WA塔）

イオン交換塔（SC塔）

▲

活性炭塔（有機物除去）

▲

砂ろ過塔（固形物質除去）

▲

クロム系表面処理洗浄排水

排水総量の29％をリサイクル

排水処理施設に組み込まれた
イオン交換・リサイクル水製造システム

表面処理排水の再生処理（イメージ）

宇 都 宮 製 作 所 で は 、 イ オ ン 交 換 ・ リ サ イ ク ル 水 製 造 シ ス テ ム を 組 み 込 ん だ 表 面 処 理 施 設 を 導 入 し 、 排 水
を再処理してリサイクル（純水）として活用しています。2017年度は、表面処理施設で使用した水総量
146,000ｍ 3のうち、42,000ｍ 3（29％）を処理して、リサイクル水として使用しています。リサイクル
した水は、表面処理施設の洗浄水として工場内で活用しています。

水 の リ ユ ー ス

※参考データベース
(1)WRI Aqueduct water r isk atlas、WWF-DEG Water Risk Fi lter、PREVIEW Global  Risk Data Platform、Climate
Change Knowledge Portal、Integrated Biodiversity Assessment Tool、NCD-VfU-GIZ Water Scarcity Valuation
Tool  (Version 1.0)、Costing Nature /  Water World、国土数値情報“浸水想定区域データ／土砂災害危険箇所データ”
（群馬製作所・宇都宮製作所のみ）

航 空 機 製 造 拠 点 で あ る 宇 都 宮 製 作 所 の 水 需 給 リ ス ク は 中 程 度 で す が 、 将 来 の 河 川 流 量 の 増 加 と 水 需 要 の
減 少 が 予 測 さ れ 、 水 需 給 リ ス ク は 将 来 的 に 改 善 傾 向 に あ る と い う 結 果 と な り ま し た 。 水 災 に つ い て は 、
洪水浸水エリアおよび土砂災害エリアに該当しないことにより、リスクが低い結果となりました。生態系に
ついては、拠点下流10km の保護地域や希少な水生生物は確認されず、リスクが低い結果となりました。

今後はこの調査をもとに、地域の需要にあった水資源の利用および保全を検討していきます。

宇都宮製作所

生産拠点における水リユースの取り組み事例
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ス バ ル 研 究 実 験 セ ン タ ー 美 深 試 験
場と周辺の森林

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の ス バ ル 研 究 実 験 セ ン タ ー 美 深 試 験 場 敷 地 内 に 所 有 し て
い る 1 1 5 ヘ ク タ ー ル の 森 林 に お い て 、 植 林 ・ 間 伐 ・ 自 然 保 護 な ど の 整 備
・ 保全活動を2017年6月からスタートしました。併せて地元である美深町
との連携など、地域社会と連動した森林整備・保全活動の展開を検討。
2018年7月には北海道美深町と「森林保全活動等の具体化に関する協定書」を
締結し、協定書調印式を行いました。

北海道・美深試験場テストコース内の森林保全整備に着手

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 さ ま ざ ま な 企 業 活 動 の う ち 、 「 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 環 境 方 針 」 の 「 自 然 と の 共 生 」 を 具 体 化
した、生物多様性の保護に直結する活動「ＳＵＢＡＲＵの森」活動をスタートさせました。

「ＳＵＢＡＲＵの森」活動

国 内 に お け る 取 り 組 み

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 、 事 業 活 動 が 生 物 多 様 性 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ り 、 そ の 保 全 が 重 要 で あ る
こ と を 認 識 し 、 あ ら ゆ る 事 業 活 動 に お い て 生 物 多 様 性 を 含 む 地 球 規 模 の 環 境 課 題 に 取 り 組 む こ と を 、
環境行動指針に明文化しています。
推 進 に あ た っ て は 、 「 生 物 多 様 性 民 間 参 画 ガ イ ド ラ イ ン 」 や 「 経 団 連 生 物 多 様 性 宣 言 行 動 指 針 と そ の 手
引き」などの外部イニシアチブを参考としながら、「生物多様性民間参画パートナーシップ」への参画を
通じて、積極的な生物多様性保全のネットワーク構築を図っています。

2 0 1 4 年 度 か ら は 全 事 業 所 を 横 断 す る ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 発 足 し 、 事 業 活 動 と 生 物 多 様 性 の 関 係 性 の
把 握 お よ び 潜 在 リ ス ク の 洗 い 出 し を 行 い 、 優 先 し て 取 り 組 む 課 題 を 特 定 の 上 、 ロ ー ド マ ッ プ を 策 定 し 、
グループ全体で着実に対応・推進しています。

生 物 多 様 性 へ の 考 え 方

環境：生物多様性
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社会貢献

関連情報

森 林 浴 や 自 然 散 策 の 場 所 と し て 最
適な公園 

ＳＵＢＡＲＵの航空宇宙カンパニーがある栃木県宇都宮市の森林公園内に
ある市有林の一部を「ＳＵＢＡＲＵの森　宇都宮」と称し、今後宇都宮市と
連携し、森の保全整備活動を支援していきます。

栃木県宇都宮市森林公園「ＳＵＢＡＲＵの森　宇都宮」

森林環境教育の場としても活用

ＳＵＢＡＲＵの自動車生産工場がある群馬県の県立森林公園のネーミング
ラ イ ツ （ 命 名 権 ） を 取 得 し ま し た 。 こ れ に よ り 2 0 1 8 年 4 月 か ら 5 年 間
「ＳＵＢＡＲＵふれあいの森　赤城」と称し、今後、周辺の県有林の保全
整備支援や施設内での環境イベントの開催や協賛を行っていきます。

群馬県立森林公園「ＳＵＢＡＲＵふれあいの森　赤城」

「グループ森林認証」：単一の経営組織ではなく、複数の経営組織がグループを
作って認証取得するもの。
「Ｊ－クレジット制度」：森林経営や省エネ機器の導入などによる、CO2などの
温室効果ガスの排出削減量・吸収量を「クレジット」として国が認証する制度。
創 出 さ れ た ク レ ジ ッ ト は 、 低 炭 素 社 会 実 行 計 画 の 目 標 達 成 や カ ー ボ ン ・ オ フ
セットなど、さまざまな用途に活用できる。
「 松 山 湿 原 　 」 ： 北 海 道 自 然 環 境 保 全 地 域 で 、 日 本 の 重 要 湿 地 5 0 0 の 一 つ に
数えられている標高797ｍの高層湿原

※1

※2

※3

地球環境保全を目指した持続的・公益的な森林機能を発揮するため、
広域で「グループ森林認証」 ※1を取得
適 切 な 森 林 管 理 に よ る C O 2 吸 収 源 対 策 の 推 進 を 図 る た め 、 国 が 認 証
する「J-クレジット制度」 ※2を活用
森 林 保 全 、 緑 化 推 進 、 木 育 推 進 の 一 環 と し て 、 同 町 が 毎 年 開 催 す る
植樹祭への協賛
同町の自然観光資源である松山湿原 ※3の環境整備を支援
Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 所 有 林 の 森 林 施 業 に 伴 い 生 じ る 未 利 用 間 伐 材 を 、 木 質
バイオマスボイラー用燃料の原料として供給

1.

2.

3.

4.
5.

【「森林保全活動等の具体化に関する協定書」の主な内容】

http://www.town.bifuka.hokkaido.jp/cms/section/soumu/i63vp600000014nj.html
https://www.subaru.co.jp/csr/contribution/?id=a03
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生物多様性に配慮した品種を積載 

ＳＵＢＡＲＵ地域交流会

太 田 市 、 大 泉 町 の 小 学 校 を 対 象 と し て 、 花 壇 コ ン ク ー ル を 実 施 し て
います。花壇づくり用に、2015年9月より生物多様性に貢献する品種の
花の苗を小学校へ無償配布しています。

2017年度は16校301人が参加、花檀づくりを通じて花を育てる楽しみや
新しい発見など心豊かな体験に役立てていただきたいと考えています。

「小学校花壇コンクール」

スバル地域交流会の会員企業を対象として、購入を希望する企業に年に
3回配布しています。2015年9月より生物多様性に貢献する花の苗に変更し、
各社にて生物多様性への配慮に貢献する緑化を推進しています。

「花配布活動」

群馬製作所では、スバル地域交流会の活動の一環として、生物多様性に
貢献する取り組みを推進しています。

生物多様性への配慮に貢献する花の苗配布

武 蔵 野 周 辺 の 自 然 豊 か な 生 物 多 様
性に配慮した緑地 

※ 「 い き も の プ ラ ス ® 」 ： 大 手 建 設 会 社 8 社 に よ り 共 同 開 発 し た 生 物 多 様 性 簡 易 評 価
ツール。

東京事業所では、北側と東側の敷地の境界部分を、生物多様性簡易評価
ツ ー ル 「 い き も の プ ラ ス ® ※ 」 に 則 し 、 武 蔵 野 周 辺 に 自 生 す る ム ラ サ キ
シキブやシラカシなど、生物多様性に配慮した植栽を行いました。この
取り組みを通じて、武蔵野の自然豊かな景観づくりにつなげています。

生物多様性に配慮した緑地への取り組み

毎 年 春 に 可 憐 な 花 を 咲
かせる石戸蒲ザクラ 

埼玉県北本市の東光寺には大正11年に国の天然記念物に指定された、日本五大桜の
一つに数えられる石戸蒲ザクラがあります。北本市にある産業機器株式会社では、
この後継樹を2003年3月に譲り受け、敷地内で大切に育てています。

希少種の保全活動

http://www.chiiki-kouryuukai.com/info/
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豊かな自然に囲まれたSIA

Subaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA）では、工場敷地内の遊水地や
周辺緑地を、地域の野生生物が生息しやすいよう整備し、生態系の保護に
取 り 組 ん だ 結 果 、 野 生 動 物 が 生 息 す る エ リ ア と し て 2 0 0 3 年 N a t i o n a l  
Wildl i fe  Foundation（NWF）から認定を受けました。これは米国内の
自動車工場としては初めての認定となります。
野生のカナダ雁や鷺、ハクトウワシが、工場北側にあるテストコースの
周回路内側に設置した水場を、餌場や休息地として利用しており、また
レクリエーションセンター裏手の緑地には野生のシカが多く生息するなど、
豊かな自然に囲まれた工場を現在も維持しています。

Subaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA)　事業活動と自然との共生を目指して

クブチ砂漠で森林中国、国連Save
the greenメンバーとの植林活動

SOC「31の森  星の旅」

S u b a r u  o f  C h i n a  L t d . （ S O C ） は 、 2 0 1 2 年 末 に 、 国 家 林 業 局 の 中 国
野生動物保護協会と共同で「スバル森林生態保護プロジェクト」を設立
しました。
2013年より中国野生動物保護協会と共同で、中国の31省の自然保護区に
31カ所の「ＳＵＢＡＲＵ生態保護森林」を設置しました。2017年までに、
5年連続で植林活動や希少動物の保護活動などを行う「31の森　星の旅」
イベントを開催、車両や物資の提供も定期的に行ってきました。その結果、
計30万人余りの参加をいただくと共に、全国60以上の自然保護区を巡り、
総 走 行 距 離 は 6 万 キ ロ を 超 え ま し た 。 現 在 で は 、 「 3 1 の 森 　 星 の 旅 」
イベントは、中国で広く認知されています。

中国では、2014年に政府の主導のもと「森林中国公益プラットフォーム」
（森林中国）が設立され、国家レベルで自然環境保護と森林生態保護を
推 進 し て き ま し た 。 S O C は 、 2 0 1 5 年 に 森 林 中 国 と パ ー ト ナ ー シ ッ プ を
結び、彼らの生態環境保護活動に協力してきました。その活動が評価され、
国 連 か ら 森 林 中 国 と 共 に 「 公 益 感 謝 状 」 を 授 与 さ れ 、 国 際 的 な 評 価 を
得 て い ま す 。 2 0 1 7 年 9 月 に は 、 「 国 連 砂 漠 化 対 処 会 議 」 （ U N C C D ） の
第 1 3 回 締 結 国 会 議 （ C O P 1 3 ） が 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 オ ル ド ス 市 で 開 催
され、SOCは森林中国の招待により、この会議に参加しました。

今後も、SOCは地域の自然環境と調和した活動を行い、生物多様性保全の
取り組みを進めていきます。

中国における森林保護活動「31の森  星の旅」

海 外 に お け る 取 り 組 み

http://x.subaru-forest.cn/
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オオカバマダラ保護用飼育キット

Subaru of  America,  Inc.（SOA）は、”Subaru Loves the Earth”を
合 言 葉 に 、 2 0 1 6 年 か ら N W F と 協 力 し 、 自 然 動 植 物 の 保 護 活 動 を 行 っ て
います。2017年4月現在、全米のＳＵＢＡＲＵディーラーのうち412店が
NWFとパートナーシップを結び、地元の小学校に「公認全米自然動植物
生息地」を設立するための活動に協力しています。参加ディーラーは、
小 学 校 に N W F 指 定 の 餌 箱 、 鳥 の 巣 箱 や 水 浴 び 所 、 有 機 土 、 じ ょ う ろ 、
シャベルなどのキット一式を寄贈し、活動を支援してきました。その結果、
2 0 1 7 年 4 月 ま で に 、 4 2 1 の 「 公 認 全 米 自 然 動 植 物 生 息 地 」 が 設 立 さ れ
ました。

この活動において特に注目されるのが、オオカバマダラです。オオカバ
マダラは主に北米に生息する蝶の一種ですが、近年、生息地の消失により
大 幅 に 個 体 数 が 減 少 し て い ま す 。 N W F の 保 護 プ ロ グ ラ ム ” B u t t e r fl y
Heroes Program”に協力して、ＳＵＢＡＲＵは40万羽のオオカバマダラの
保護のために10万個の飼育キットを提供しました。

また、啓発活動の一環として、これらの活動はNWFと共同でディーラー
か ら お 客 様 へ も 伝 え ら れ 、 自 然 動 植 物 の 保 護 に 関 心 を 持 っ て い た だ く
きっかけとなっています。

アメリカにおける公認全米自然動植物生息地の設立支援活動
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対象範囲：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場
国内グループ会社：
輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、産業機器（株）
注：（株）スバルロジスティックスの2013～2016年度の取扱量に修正がありました。

（年度）
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（t）
ＳＵＢＡＲＵ国内グループ会社

2017
取扱量 排出量

3,377

931

2016
取扱量 排出量

3,457

961

2015
取扱量 排出量

1,920

950

2014
取扱量 排出量

3,340

1,064

2013
取扱量 排出量

3,356

1,036

国内法PRTR対象物質取扱量、排出量

環 境 負 荷 物 質 の 低 減

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ で は 、 環 境 理 念 に 「 『 大 地 と 空 と 自 然 』 が Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の フ ィ ー ル ド 」 を 掲 げ て
おり、土壌・大気をはじめとする汚染の予防は、持続可能な社会と私たちの事業継続の上で大切な責任の
一 つ と 捉 え て い ま す 。 こ れ を 踏 ま え 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 法 令 基 準 以 上 の 自 主 取 り 組 み 基 準 を 設 定 し 、
土壌・大気・騒音などについて適切に対応をしています。

汚 染 の 予 防 へ の 考 え 方

環境：汚染の予防
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Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 P C B 廃 棄 物 を 法 に の っ と り 適 正 に 保 管 し 、 定 め ら れ た 期 限 ま で に 処 分 を 完 了 す る
よ う 計 画 し て い ま す 。

PCB廃棄物の保管・管理状況

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 1 9 9 8 年 か ら 自 主 的 に 事 業 所 の 土 壌 ・ 地 下 水 調 査 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 浄 化 対 策 と
地下水モニタリングを行ってきました。土壌汚染対策法が施行された2003年以降は法にのっとり、届出や
調査を実施しています。

土壌・地下水汚染防止

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 自 動 車 塗 装 工 程 か ら 発 生 す る 2 0 1 7 年 度 に お け る V O C （ 揮 発 性 有 機 化 合 物 ） 排 出 量 は 、
塗 装 面 積 当 た り 4 9 . 4 g / ｍ 2と な り 、 2 0 0 0 年 度 比 4 6 . 0 ％ 低 減 と な り ま し た 。

こ れ は 、 自 動 車 塗 装 工 程 で 使 用 す る 洗 浄 用 シ ン ナ ー の 使 用 量 低 減 や 回 収 強 化 に よ る も の で す 。

対象範囲：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場
国内グループ会社：
輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、産業機器（株）
海外グループ会社：Subaru of  Indiana Automotive,  Inc.

VOCの排出量
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https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=pcb
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ＳＵＢＡＲＵでは、バーゼル条約付属文書Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅷに定められた有害廃棄物の重大な漏出、輸送は
ありません。

有害廃棄物の輸送

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 重 大 な 漏 出 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 関 係 法 令 に の っ と り 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 し て
い ま す 。 2 0 1 7 年 度 の 発 生 件 数 は 0 件 で し た 。

重大な漏出
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コ ン プ ラ イ ア ン ス ＆ グ リ ー ン 調 達
私 た ち は 、 人 ・ 社 会 ・ 環 境 の 調 和 を 目 指 し た 調 達 活 動 を 行 い 、 法 令 ・ 社 会 規 範 の 順 守 と 環 境 保 全 に
配 慮 し た 取 引 に 努 め ま す 。
ベ ス ト パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 構 築
私たちは、信義誠実の原則に従った相互信頼の取引関係を基本として、お取引先様と「WIN-WIN」の
関 係 を 築 い て い き ま す 。
フ ェ ア で オ ー プ ン な 調 達 先 の 選 定
お 取 引 先 様 の 選 定 に あ た っ て は 、 国 内 外 全 て の 企 業 に 広 く 門 戸 を 開 き 、 常 に 公 平 ・ 公 正 を 期 す と
と も に 、 品 質 ・ コ ス ト ・ 納 入 ・ 技 術 開 発 ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ 環 境 （ Q C D D M E ） の 6 つ の 視 点 か ら 最 も
優 れ た 物 品 ・ サ ー ビ ス の 調 達 に 努 め ま す 。

1 .

2 .

3 .

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 以 下 の 基 本 的 な 考 え の も と 調 達 活 動 を 推 進 し て い ま す 。

調達基本方針

調 達 基 本 方 針

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 、 事 業 活 動 の 中 で 環 境 課 題 の 改 善 に 取 り 組 む こ と は 企 業 に 課 せ ら れ た 喫 緊 の
社 会 的 課 題 、 果 た す べ き 責 任 と 認 識 し 、 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 を 目 指 し て い ま す 。 調 達 に 関 し て は 、
環境方針に「私たちは生物多様性など環境保護に配慮した調達を実施します。」を掲げ、環境に配慮した
事業活動を行っているお取引先様からの部品・材料・サービスの調達を推進しています。

環 境 に 配 慮 し た 調 達 へ の 考 え 方

環境：環境に配慮した調達
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ＳＵＢＡＲＵでは、REACH規則やELV指令をはじめとする各国の環境負荷物質関連法規に対応しています。
部材に含まれる化学物質については、適宜お取引先様に使用状況調査を行い、継続して含有物質の管理を
行 っ て い ま す 。 ま た 、 法 令 や 規 制 、 業 界 規 範 等 の 自 主 規 制 な ど で 禁 止 さ れ て い る 物 質 に つ い て は 、
順次代替材に切り替え、環境負荷物質の削減に取り組んでいます。

部品に含まれる環境負荷物質の管理および削減

PDF/459KBＳＵＢＡＲＵグリーン調達ガイドライン

関連情報

こ の ガ イ ド ラ イ ン の 順 守 を お 取 引 先 様 の 選 定 条 件 の ひ と つ と し て い る 他 、 新 規 お 取 引 先 様 に は 、
I S O 1 4 0 0 1 の 取 得 を 推 奨 し て い ま す 。 現 在 、 T i e r 1 の お 取 引 様 は 全 て I S O 1 4 0 0 1 認 証 を 取 得 済 み で す 。
ISO14001の取得が困難な場合、環境ガイドラインの自主診断報告書の提出により順守状況を確認させて
い た だ く と 共 に 、 エ コ ア ク シ ョ ン 2 1 取 得 の 支 援 を 実 施 し て い ま す 。

・環境関連法規の順守
・環境マネジメントシステムの構築
・環境責任者登録票の提出
・お取引先様自体の環境パフォーマンスの向上
・部品・材料・サービスに関する環境負荷物質の管理
・物流における環境負荷物質の削減

ＳＵＢＡＲＵでは、お取引先様に対して、環境への取り組みについてお願いしたい事項を、「ＳＵＢＡＲＵ
グリーン調達ガイドライン」にまとめています。ガイドラインでは主に、以下の6項目についてのご協力を
お願いしています。

ＳＵＢＡＲＵでの取り組み

グ リ ー ン 調 達

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az13
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az27
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=a03
https://www.subaru.co.jp/csr/pdf/gre2.pdf
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az23
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=az07
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ＳＵＢＡＲＵでは、グリーン調達ガイドラインにのっとりお取引先様にISO14001の外部認証取得を基本
とした環境マネジメントシステムの構築を依頼しています。ISO14001の取得が困難なお取引先様に対し
て は 、 エ コ ア ク シ ョ ン 2 1 の 取 得 ま た は Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 自 主 診 断 に 合 格 す る こ と を お 願 い し て い ま す 。
当 社 の 自 主 診 断 に 合 格 し た お 取 引 先 様 に 対 し て は 、 必 要 に 応 じ て お 問 い 合 わ せ や 監 査 を 行 う と 共 に 、
環境マネジメントシステムの外部認証の早期取得に向け、継続的な努力を求めていきます。

お取引先様への環境マネジメントシステムの要請

ＳＵＢＡＲＵでは、生物資源の牛革や植物由来原料の使用状況を調査し、調達過程において環境に悪影響を
与えていないことを確認しています。また、紙については本社で使用するコピー用紙を新たな樹木を原料と
しない古紙パルプ100％配合の再生コピー用紙に切り替えており、他の事業所でも順次切り替えを予定して
います。

生物多様性に配慮した調達
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群馬製作所では、日頃から工場や寮・社宅に隣接している地域住民の皆様とコミュニケーションを行って
い ま す 。 各 工 場 か ら 毎 月 行 政 区 の 代 表 の 方 を 訪 問 し 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ イ ベ ン ト を 案 内 し な が ら 、 地 域 で の
出来事や各工場へのご要望を伺うなどの情報交換を実施しています。

また年1回、実際に工場を視察する機会を設け、群馬製作所の現況や環境の取り組みについて説明を行う
ことで、ＳＵＢＡＲＵの環境活動への理解を深めていただいています。

地域の皆様とのコミュニケーション

カ ー ボ ン オ フ セ ッ
ト証明書

「 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 森 」 活 動 を 開 始 し た
美深町の白樺で制作

2017年12月、国内最大級の環境展示会が開催され、
ＳＵＢＡＲＵは北海道・美深試験場テストコース内の
白 樺 林 で 「 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 森 」 を イ メ ー ジ し た
ブースを出展し、ＳＵＢＡＲＵグループの環境への
取り組みを多くの方へ発信しました。開催3日間で
6,000人以上の方々にＳＵＢＡＲＵブースへお越し
いただきました。また、被災地復興支援J－クレジット
への参加を通じて、出展に伴い発生するCO2排出量
12.0t-CO 2をカーボンオフセットし、CO 2の削減に
取り組みました。

「エコプロ2017～環境とエネルギーの未来展～」に出展

ＳＵＢＡＲＵは、ステークホルダーの皆様との関わりを大切に考え、安心し、信頼していただける企業と
なるべく、CSRレポートやホームページなどの各種媒体を通じて、環境保全活動事例、環境データなどを
分かり易く幅広く社会に向けて発信しています。

環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

環境：環境コミュニケーション
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リ サ イ ク ル 活 動 を 紹 介 す る S I A の
ブース

2017年4月、小学生から高校生100人が参加し、エコサイエンスフェアが
開催されました。協賛しているSubaru of  Indiana Automotive,  Inc.
（ S I A ） は 、 自 社 で 取 り 組 ん で い る リ サ イ ク ル 活 動 を 紹 介 す る ブ ー ス の
出展とエコサイエンスに関するプロジェクトへの取り組みに優れた学校に、
3 , 0 0 0 ド ル の 寄 付 を 行 い ま し た 。 S I A は 引 き 続 き こ の イ ベ ン ト を 支 援
していきます。

インディアナ州立博物館のエコサイエンスフェアへの協賛

クルマのリサイクルを学ぶコーナー

群馬製作所では、小学生の社会見学を目的とした工場見学を受け入れて
い ま す 。 2 0 1 7 年 度 は 、 一 般 の 方 々 を 含 め 9 1 , 6 9 4 人 の お 客 様 に お 越 し い
ただきました。また、ＳＵＢＡＲＵビジターセンターでは、壁面のパネルの
中に実際にリサイクルされるもの、リサイクルの結果出来上がったものを
展示し、クルマのリサイクルについて学んでいただいています。

群馬製作所の工場見学

群馬製作所では、臭気や騒音などは計測機器による測定と人の感覚とでは大きく異なるという経験則から、
日々事業所周辺の巡回を実施しています。また、別途相談窓口を設け対話集会を行ったり、工場見学会を
開 催 し た り す る こ と で 、 近 隣 に お 住 ま い の 皆 様 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 密 に と り 、 い た だ い た 貴 重 な
ご意見をもとに、生産設備の改善などを適宜実施しています。

事業所周辺を巡回して臭気などを監視
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矢島工場

本工場

群馬製作所

自動車部門

大 気 （ 大 気 汚 染 防 止 法 、 県 条 例 ）

※データは各工場および事業場における主要な規制対象物質・施設などの測定値です。

ＳＵＢＡＲＵでは法規制だけでなく、大気・水質・騒音・振動の法令基準に20％上乗せした自主基準値を
設定し管理しています。

2 0 1 7 年 度 工 場 ・ 事 業 所 の 環 境 デ ー タ 　 実 績 ※

環境：環境データ
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半田工場

該当する設備はありません。

南工場、南第2工場

本工場

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー

該当する設備はありません。

東京事業所

該当する設備はありません。

太田北工場

大泉工場
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［排水は公共河川排出、排水口２カ所（新２号水路、５号水路）で測定、全りん・全窒素は日間平均]

本工場

群馬製作所

自動車部門

水 質 （ 水 質 汚 濁 防 止 法 ・ 下 水 道 法 、 県 ・ 市 条 例 ）

半田西工場
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大泉工場

［排水は公共河川排出、全りん・全窒素は日間平均］

［排水は公共河川排出、全りん・全窒素は日間平均]

矢島工場
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※水質汚濁防止法および三鷹市下水道条例
[排水は公共用下水道排出、単位はpH除きmg／L]

東京事業所

［排水は公共河川排出、全りん・全窒素は日間平均］

太田北工場
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[排水は公共河川排出]

[排水は公共用下水道排出]

本工場

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー
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[排水は公共河川排出]

南工場

[排水は公共用下水道排出]

南工場
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[排水は公共河川排出]

南第2工場

[排水は公共用下水道排出]

南第2工場
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半田西工場

半田工場
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半田西工場

半田工場

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー

※群馬県条例、太田・大泉公害防止協定

群馬製作所

自動車部門

騒 音 （ 騒 音 規 制 法 、 県 条 例 、 協 定 ）
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半田工場、半田西工場

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー

群馬製作所

自動車部門

振 動 （ 振 動 規 制 法 、 県 条 例 、 協 定 ）
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[単位：kg/年、ダイオキシン類のみ mg-TEQ/年]

群馬製作所（本工場、矢島工場、大泉工場、スバル研究実験センター（佐野））

自動車部門

国 内 法 P R T R  対 象 化 学 物 質 の 取 扱 量 、 排 出 量 な ど

[臭気指数]

群馬製作所

自動車部門

臭 気 （ 悪 臭 防 止 法 ）
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東京事業所
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[単位：kg/年]

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー
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地 表 面 か ら 宇 宙 へ の 放 射 熱 を 吸 収 す る 効 果 が あ る 地 球 温 暖 化 を 引 き
起 こ す ガ ス の 総 称 。 二 酸 化 炭 素 、 メ タ ン 、 フ ロ ン 類 な ど 。【Greenhouse Gas（GHG）】

温室効果ガス

二重結合を1箇もったオレフィンを原料とする鎖状炭化水素の総称で、
ポリエチレン樹脂やポリプロピレン樹脂がある。【Olefin Resin】

オレフィン系樹脂

生 物 に と っ て 有 害 な 紫 外 線 の 多 く を 吸 収 す る 化 学 作 用 の 強 い 気 体 。
成層圏（約10～50km上空）には、大気中のオゾンの約90％が集まって
オゾン層を形成している。

【Ozone Layer】

オゾン層

電気、ガス、燃料等のさまざまな単位の違うエネルギーの使用量を原油
換算して合算したもの。【Energy Consumption】

エネルギー使用量

不要なアイドリングをやめる、急発進や急加速をやめるなど、環境負荷
を減らすための運転の工夫。【Energy Saving Driving】

エコドライブ

燃費性能と排ガス性能が優れた自動車。エコカー減税対象車は、税制面
で優遇される。【Fuel Efficient Vehicle】

エコカー

環境省が策定した中小企業向けの環境保全活動推進プログラム。ガイド
ラインに基づいて、環境経営システム、環境への取り組み、環境報告の
3つの要素に取り組む環境マネジメントシステム。

【Eco Action 21】

エコアクション21

海上コンテナ物流の陸上部分の輸送体系を見直し、荷主の物流コストの
低減や物流の効率化を図るため、内陸部（インランド）にあるコンテナ
貨物の集貨拠点。

インランドコンテナデポ

炭素または炭素化合物が不十分な酸素供給の下に燃焼するか，または炭
酸ガスが赤熱した炭素と接触するときに生じる無色、無臭、可燃性の気
体。大気汚染原因物質の一つ。

【Carbon Monoxide（CO）】

一酸化炭素 

燃料などに含まれている硫黄分が、燃焼により空気中の酸素と結合して
発生。大気汚染原因物質の一因。【Sulfur Oxides（SOx）】

硫黄酸化物

あ 行

環境：環境用語集
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環 境 負 荷 低 減 に 寄 与 す る 製 品 ・ サ ー ビ ス を 購 入 す る こ と 。 グ リ ー ン
購 入 は 、 市 場 を 通 じ て 企 業 の 環 境 経 営 ・ 商 品 開 発 を 促 進 す る 。【Green Purchase】

グリーン購入

国土交通省主導の建築総合性能評価システム。
【Comprehensive Assessment 
System for Built  Environmental  
Efficiency（CASBEE）】

キャスビー

常温常圧で容易に空気中へ揮発する有機化合物の総称で、主に人口合成
さ れ た 物 質 。 塗 料 等 に 溶 剤 と し て 含 ま れ る ト ル エ ン ・ キ シ レ ン な ど
約200種類ある。光化学オキシダントや浮遊粒子状物質発生原因の一つ。

【Volati le  Organic Compounds
（VOC）】

揮発性有機化合物

企業や団体が、地球温暖化対策や廃棄物の削減などの環境保全活動に
取り組むため、自主的に策定する行動計画の総称。【Voluntary Plan for  the 

Environment】

環境ボランタリープラン

地球環境や人体に影響を及ぼす可能性のある物質の総称。
【Environmental  Pollutants 
Substances】

環境負荷物質

製 品 の 製 造 、 使 用 、 廃 棄 な ど 製 品 ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 を 通 じ て の 環
境 負 荷 低 減 を 目 的 と し た 設 計 手 法 の こ と 。【Environmental  Management 

System】

環境マネジメントシステム（EMS）

事業活動における環境保全のためのコストとその活動で得られた財務面
・ 環 境 面 で の 効 果 を 認 識 し 、 可 能 な 限 り 定 量 的 に 測 定 し 、 伝 達 す る
仕 組 み 。

【Environmental  Accounting】

環境会計

商 品 の 生 産 か ら 廃 棄 ま で の 全 過 程 で 排 出 さ れ る 温 室 効 果 ガ ス を C O 2に
換算して商品に表示すること。【Carbon Footprint】

カーボンフットプリント

日 常 活 動 や 企 業 活 動 な ど で 排 出 す る C O 2な ど の 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 に
ついて、省エネ・植林事業への投資など別の活動により、排出される
温室効果ガスを埋め合わせること。

【Carbon Offsetting】

カーボン・オフセット

環境関連の法規に対応するため、自動車に使用する部品の材料を管理
する自動車業界で運営する物質情報システム。【International  Material  Data

System】

化学物質管理（IMDS）

か 行
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廃自動車を破砕し、鉄や非金属などを回収した後に残るプラスチック、
ガラス、ゴムなどの破片の混合物。【Shredder Dust】

シュレッダーダスト

使用済み自動車からエアバッグ類やフロン類、ドア、エンジンなどの
部品を取り外し、破砕し有用金属を回収した後に残ったもの。【Automotive Shredder Residue】

自動車破砕残さ

使用済み自動車のリサイクル・適正処理推進のために、2002年7月制定、
2005年1月施行。自動車製造業者を中心とした関係者に適切な役割分担
を義務づけている。

【Automotive Recycling Law】

自動車リサイクル法

事業活動に伴って発生する廃棄物のうち、法令に定められる20種類の
もの。排出事業者に処理の責任を義務づけている。【Industrial  Waste】

産業廃棄物

エネルギー源として永続的に利用することができると認められるもの。
太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱その他の自然界に存
する熱、バイオマスが規定されている。資源が枯渇せず繰り返し使え、
発電時や熱利用時に地球温暖化の原因となる二酸化炭素をほとんど排出
しない優れたエネルギー。

【Renewable energy】

再生可能エネルギー

さ 行

発電時の排熱を利用して、 電力と熱を併給し、エネルギーの効率的利
用をはかるシステム。【Cogeneration System】

コージェネレーションシステム

生 産 時 に 発 生 し た 廃 棄 物 、 ス ク ラ ッ プ や 、 回 収 し た 自 社 の 使 用 済 み
製 品 を 、 同 じ 品 質 の 部 品 の 材 料 と し て 再 生 し 、 再 び 同 種 製 品 に 採 用
す る 手 法 の こ と 。

【Green Purchase】

クローズド・ループ・リサイクル

排 出 ガ ス 性 能 お よ び 燃 費 性 能 に 優 れ た 低 公 害 車 に 対 し て 自 動 車 税 の
税率を軽減する一方、新車新規登録から一定年数以上を経過した自動車
に対しては税率を重課する制度。

【Green Tax Plan】

グリーン税制
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炭素と水素からなる有機化合物の総称。炭酸水素系物質は光化学スモ
ッグの原因物質のひとつであり，種類によっては有害性や悪臭の問題
がある。

【Hydrocarbon】

炭化水素

大気中の微粒子や気体成分の中で、人の健康や環境に悪影響をもたら
すもの。【Air Pollution】

大気汚染

た 行

産業から排出される廃棄物や副産物を他の産業の資源として活用し、
結 果 的 に 廃 棄 物 を 生 み 出 さ な い シ ス テ ム 。 国 連 大 学 （ U N U ） が 1 9 9 4
年に提唱した概念。

【Zero Emission】

ゼロエミッション

高 度 道 路 交 通 シ ス テ ム の 一 部 で 、 先 進 技 術 を 利 用 し て ド ラ イ バ ー の
安 全 運 転 を 支 援 す る シ ス テ ム を 搭 載 し た 自 動 車 。【Advanced Safety Vehicle

（ASV）】

先進安全自動車

地球上の生物の多様さとその生息環境の多様さをいう。生態系は多様
な生物が生息するほど健全であり、安定しているといえる。【Biodiversity】

生物多様性

スコープ1,2以外の間接排出で、原料調達、輸送、商品使用、廃棄過程
の他、従業員の通勤、出張などにより排出される温室効果ガス。

スコープ3

他 社 か ら 供 給 さ れ た 電 気 ・ 熱 ・ 蒸 気 の 使 用 に 伴 い 間 接 的 に 排 出 す る
温 室 効 果 ガ ス 。

スコープ2

企業の自社施設から直接排出される温室効果ガス。スコープ1

範囲のこと。環境報告書のなかでは、主に温室効果ガスなどの算定や
報告の際に対象となる範囲を企業が直接排出するスコープ１、購入電力
な ど 企 業 が 所 有 ・ 支 配 す る 施 設 で 消 費 す る エ ネ ル ギ ー の 製 造 工 程 の
排出から出すのがスコープ２、バリューチェーンも含む排出がスコープ
３としてあらわす。

【Scope】

スコープ
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一定の有害廃棄物の国境を越える移動の規制について国際的な枠組み
および手続きを規定した条約。有害な廃棄物を先進国が発展途上国に
投棄し、環境汚染を引き起こすことを防ぐ目的で採択された。1992年
5月発効。

【Basel  Convention on the 
Control  of  Transboundary 
Movements of  Hazardous Wastes 
and Their  Disposal】

バーゼル条約

は 行

「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」（化審法）は、人の
健康を損なうおそれ又は動植物の生息・生育に支障を及ぼすおそれが
ある化学物質による環境の汚染を防止することを目的とする法律。

日本化審法

温室効果ガスの一つ、二酸化炭素は大気中の濃度が高く、排出量が多い
ため、地球温暖化への影響が最も大きい。【Carbon Dioxide】

二酸化炭素（CO2）

な 行

自動車の走行時間や走行速度などの運行記録を自動的に記録し、メモリ
ーカード等に保存するシステム。業務として自動車を運行する業種にお
ける運行管理システムとして導入が進められつつある。
急加速・急減速、アイドリングの無駄、危険運転などを明確に「見える
化」することができるため、安全運転意識の向上、燃料使用量の削減を
図ることができる。

（デジタル式運行記録計）

デジタルタコグラフ

空気中の窒素と酸素が高温の燃焼により結合して生成するほか、燃料中
の窒素が燃焼により酸化されて生成。大気汚染原因物質の一つ。【Nitrogen Oxides（NOx）】

窒素酸化物

化 石 燃 料 の 使 用 で 温 室 効 果 ガ ス の 濃 度 が 上 が り 、 赤 外 線 を 吸 収 し 、
地 球 の 気 温 が 上 昇 す る こ と 。【Global  Warming】

地球温暖化
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一 般 的 な 有 害 の 定 義 は さ ま ざ ま で あ る が 、 こ こ で は バ ー ゼ ル 条 約 に
お い て 輸 出 入 等 の 規 制 の 対 象 と な る 有 害 廃 棄 物 等 の こ と 。【Hazardous waste】

有害廃棄物

や 行

貨物輸送をトラック輸送から環境負荷の小さな鉄道輸送や船舶輸送に
切り替えること。【Modal Shifts】

モーダルシフト

ま 行

環境中で難分解性で、生物に蓄積しやすく毒性がある物質であることが
明からかとなり、1973年に製造・輸入や新たな使用が禁止された。【Poly Chlorinated Biphenyl

（PCB）】

ポリ塩化ビフェニル

フロンガスには複数の種類があり、オゾン層を破壊する特定フロン、
オゾン層破壊性の小さい代替フロンがある。フロンガスは、オゾン層
を破壊するだけでなく、温室効果ガスのひとつとして地球温暖化にも
影響する。

【Fluoro Carbon】

フロンガス

原材料から廃棄・リサイクルまでの企業活動のこと。
【Value Chain】

バリューチェーン

動植物に由来する有機資源を利用して生み出された燃料の総称。液体
燃料やガス燃料として加工され、従来の化石燃料を代替する用途での
利用が進められている。

【Biofuel】

バイオ燃料
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自 動 車 破 砕 残 さ リ サ イ ク ル 促 進 チ ー ム 。 自 動 車 メ ー カ ー 1 3 社 が 2 0 0 3
年12月に結成。リサイクルが義務付けられている特定再資源化物品の
うち、シュレッダーダスト（自動車破砕残さ）について、そのリサイ
クルを適正、円滑かつ効率的に実施するための企画を行うチーム。

（Automobile shredder residue
Recycling promotion Team）

ART

A - Z  数 字

電源供給や信号通信に用いられる複数の電線を束にして集合部品とし
たもので、自動車の車内配線等に用いられる。【Wire Harness】

ワイヤリングハーネス

わ 行

希少性が高く、産業に必要な非鉄金属で、日本では31種類が指定されて
いる。自動車やIT製品の製造に不可欠な素材。【Rare Metal】

レアメタル

環境中にある、さまざまな種類や性状、大きさをもつ粒の総称。PMの
うち大気中に浮遊するものが浮遊粒子状物質（SPM）で、粒径10ミク
ロン以下のものについて環境基準が定められている。また、粒径2.5μm
以下の微小粒子物質であるPM2.5は気管支炎やぜんそくなど呼吸器疾患
の原因とされ、2009年に環境基準が定められた。

【Particulate Matter（PM）】

粒子状物質

製品やサービスなどが環境に与える影響を、原料採取から設計、生産、
流通、消費、廃棄に至るまでの各段階における資源・エネルギーの消費
と環境負荷を定量的に分析し、総合評価することにより、環境負荷の
低減および環境改善を図る手法。

【Life Cycle Assessment（LCA）】

ライフサイクルアセスメント

ら 行
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化学物質管理
（International  Material  Data
System）

IMDS

炭化水素
（Hydrocarbon）

HC

電気・電子製品の廃棄物
（Electronic waste）

E-waste

環境マネジメントシステム
（Environmental  Management 
System）

EMS

廃自動車指令。2000年に発効されたヨーロッパ連合（EU）が定めたEU
における使用済自動車の環境負荷を下げるための指令。有害物質の使用
禁止、使用済み自動車やその部品の再利用・リサイクルで廃棄物の削減
を促進することを目的としている。

（End-of  Life Vehicles Directive）

ELV指令

二酸化炭素CO2

一酸化炭素
（Monoxide）

CO

数多くの機関投資家（運用資産100兆米ドル）が連携し運営する国際的
な非営利団体。
世界の先進企業に環境戦略や温室効果ガスの排出量の情報開示を求めて
質問状を送り、その回答を分析・評価して、投資家に開示している。

（Carbon Disclosure Project）

CDP

企業平均燃費のことで、米国は自動車製造会社ごとに企業平均の燃費を
算定し、その燃費が基準値を下回らないように義務付けられている。（Corporate Average Fuel  

Economy）

CAFE

生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 。 水 中 の 有 機 系 汚 濁 物 質 を 分 解 す る た め に 、
微生物が必要とする酸素の量で、値が大きいほど水質汚濁が著しい。（Biochemical Oxygen Demand）

BOD

自動車破砕残さ
（Automotive Shredder Residue）

ASR

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=asr
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=co
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=co2
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=ems
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=hc
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=imds
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窒素酸化物NOx

N/Aとは自然吸気の略で、ターボチャージャーやスーパーチャージャー
などによる過給を行わず吸気するエンジンのこと。（Natural  Aspirated Engine）

N/A エンジン

個別の化学物質について、安全性や毒性に関するデータ、取り扱い方、
救急措置などの情報を記載したもの。（Material  Safety Data Sheet）

MSDS

LEED（Leadership in Energy & Environmental Design）は、米国グ
リーンビルディング協会（USGBC：US Green Building Council）が開
発・運営する、環境に配慮した建物に与えられる認証制度。建築全体の
企画・設計から建築施工、運営、メンテナンスにおける省エネルギーや環
境負荷を評価することにより、建物の環境性能を客観的に示すことがで
きることから、米国を中心にLEED認証の取得が拡大している。

LEED認証

ライフサイクルアセスメント
（Life Cycle Assessment）

LCA

道路交通事故による死亡者や重症者を削減するために、事故のリスク
源を適切に管理し、そのリスクを効果的・効率的に低減させることを
求める、道路交通安全マネジメントシステムの国際規格。

ISO39001

事業者がエネルギー使用に関して、方針・目的・目標を設定、計画を
立 て 、 手 順 を 決 め て 管 理 す る 活 動 を 体 系 的 に 実 施 で き る よ う に し た
仕組みを確立する際に必要な要求事項を定め、全ての組織に適用できる
世界標準の規格。

ISO50001

国 際 標 準 化 機 構 （ I S O ） が 1 9 9 6 年 9 月 に 制 定 し た 環 境 管 理 シ ス テ ム
（ E M S ） の 国 際 規 格 。 I S O 1 4 0 0 1 は 環 境 に 配 慮 し 、 環 境 負 荷 を 継 続 的
に減らすシステムを構築した組織に認証を与えるというマネジメント
システム規格。

ISO14001

国際標準化機構（ISO）が1987年に発効させた国際統一規格としての
品 質 マ ネ ジ メ ン ト 規 格 。 I S O 9 0 0 0 シ リ ー ズ の う ち 、 I S O 9 0 0 1 （ 品 質
マネジメントシステム規格）が認証登録制度となっている。品質の向上
を図るためには品質マネジメントシステムを組み込み、体系的に品質
管理を進めることが必要であるとの考え方にもとづく。

ISO9001

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=lca
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=nox
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排出ガスを一切出さない電気自動車や燃料電池車を一定比率以上にする
米国カリフォルニア州の規制。2017年7月現在、カリフォルニア州内での
販売台数が一定以上の自動車メーカーは、販売台数の一定の比率をこの
規制に対応させることが求められている。

（Zero Emission Vehicle
Regulation）

ZEV規制

揮発性有機化合物
ホルムアルデヒドやトルエンなどの常温で揮発しやすい有機化合物。
人の鼻や喉などへの刺激の原因とされる。

（Volati le  Organic Compounds）

VOC

自 動 車 メ ー カ ー に 部 品 を 供 給 す る 企 業 （ T i e r 1 ： 一 次 請 け ） に 部 品 を
供給する二次請けの企業。

Tier2

自動車メーカーに直接部品を供給する企業。一次請け。その企業にその
部品を構成する部品を供給する企業はTier2。

Tier1

硫黄酸化物SOx

欧州の化学物質規制。すべての化学物質を対象に、人・環境へのリスク
に応じた管理・制限を求めるもの。（Registration,  Evaluation,  

Authorization and Restriction of  
Chemicals）

REACH

工 場 ・ 事 業 場 か ら 大 気 や 河 川 、 海 な ど に 排 出 し た り 、 廃 棄 物 と し て
処分場に移動したりした有害化学物質の量を企業が行政に報告、行政が
データを公表することで、有害化学物質の排出量削減を目指す制度。

（Pollutant Release and
Transfer  Register）

PRTR

産 業 廃 棄 物 の う ち 、 マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル が 困 難 な 古 紙 及 び プ ラ ス
チ ッ ク を 原 料 と し た 廃 棄 物 固 形 化 燃 料 。（Refuse Paper & Plastic  Fuel）

RPF

ポリ塩化ビフェニル
（Poly Chlorinated Biphenyl）

PCB

製品やサービスを提供する先のブランド名で、製品を生産すること、
またはそのような企業のこと。
OEMメーカーから製品の供給を受けたメーカーは、自社ブランドでその
製品を販売する。

（Original  Equipment 
Manufacturer）

OEM

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=pcb
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=sox
https://www.subaru.co.jp/csr/environment/130_words.html?id=voc



